
住
み
た
い
　住
ん
で
よ
か
っ
た
　魅
力
い
っ
ぱ
い
　元
気
な
浜
田

～
　豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
　～

広
報

５ 平
成
30
年

N
o.205

特集
浜

田
港

の
未

来
へ

の
架

橋

浜
田

港
福

井
地

区
臨

港
道

路
 供

用
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浜
田
港
福
井
地
区
か
ら
山
陰
道
浜
田
・
三
隅
道
路

を
結
ぶ
、
浜
田
港
福
井
地
区
臨
港
道
路
（
臨
港
道
路

福
井
４
号
線
）
延
長
約
１
・
５
km
が
、
３
月
31
日
㈯

に
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

問
合
せ

　
建
設
企
画
課
国
県
事
業
推
進
係

☎
�
９
６
０
２

重
要
港
湾
で
あ
る
浜
田
港
は
、
原

木
や
石
炭
の
輸
入
を
中
心
に
、
県
内

唯
一
の
国
際
貿
易
港
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び

の
供
用
の
開
始
に
よ
り
浜
田
港
か
ら

浜
田
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の

通
行
時
間
は
、
約
７
分
短
縮
さ
れ
る

と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
浜
田
港
と
山
陰
道
が
直
結
す
る
こ

と
に
よ
り
、
港
湾
関
係
車
両
の
走

行
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
効
率
的
、

広
域
的
な
貨
物
輸
送
が
可
能
と
な

る
た
め
、
地
域
経
済
の
発
展
や
雇

用
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
既
存
の
臨
港
道
路
か
ら
国
道
９
号

へ
の
港
湾
関
係
車
両
な
ど
の
通
行

量
が
減
少
す
る
た
め
、
渋
滞
緩
和

や
交
通
事
故
の
減
少
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

③
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
福
井

地
区
の
耐
震
強
化
壁
を
活
用
し
た

緊
急
物
資
輸
送
な
ど
が
可
能
と
な

り
、
背
後
圏
の
経
済
活
動
の
早
期

復
旧
に
寄
与
し
ま
す
。

　

３
月
21
日
㈷
に
、
開
通
前
の
臨
港

道
路
を
歩
く
「
開
通
記
念
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
あ
い
に

く
の
雨
模
様
の
中
、
市
内
外
か
ら
約

２
０
０
人
が
参
加
し
、
道
路
か
ら
見

え
る
日
本
海
や
浜
田
港
の
景
色
を
楽

し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
石
州
浜
田
太
鼓
や
浜
田
商
業
高

等
学
校
郷
土
芸
能
部
に
よ
る
石
見
神

楽
の
上
演
、
ま
た
、
臨
港
道
路
起
点

部
に
設
置
し
た
、
地
元
特
産
の
石
州

瓦
に
、
地
元
園
児
の
手
形
を
押
し
て

作
成
し
た
記
念
碑
の
披
露
を
行
い
ま

し
た
。

山陰道浜田港Ｉ
インターチェンジ

Ｃ福井埠頭口

▲（写真）３月21日㈷　開通記念ウォーキング ◀（写真）３月31日㈯　供用式典

浜
田
港
福
井
地
区
臨
港
道
路 

供
用

浜
田
港
の
未
来
へ
の
架
橋

浜
田
港
と
各
地
域
が

よ
り
身
近
に
つ
な
が
る

開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト



4広報はまだ：平成30年５月号5 広報はまだ：平成30年５月号

【　略　歴　】
大正４年　５月12日浜田市片庭町で生まれる
昭和13年　京都帝国大学（現：京都大学）卒業
　　　　　川西機械製作所（現：㈱デンソーテン）に入社
昭和37年　京都大学工学博士号取得
昭和39年　早川電機工業㈱（現：シャープ㈱）に入社
昭和45年　シャープ㈱代表取締役専務就任
昭和48年　日本事務機器流通団体連合会会長就任
昭和53年　郵政省電波技術審議会委員就任
昭和58年　シャープ㈱代表取締役副社長就任
　　　　　東独ドレスデン工科大学名誉博士号取得
昭和59年　総理府科学技術庁宇宙開発委員会専門委員就任
昭和61年　シャープ㈱常任顧問就任
昭和63年　㈳ハイブリッド・マイクロエレクトロニクス協会

会長就任
平成元年　シャープ㈱顧問就任
　　　　　通商産業省新情報処理技術調査研究委員会委員就任
　　　　　ソフトバンク㈱相談役就任
平成６年　㈱国際基盤材料研究所代表取締役社長就任
平成10年　浜田市特別顧問就任
平成15年　島根県新産業創出戦略会議顧問就任
平成17年　島根／テキサス産業技術共創委員会島根県側共創

委員長就任
平成19年　島根県しまね産業活性化戦略会議顧問就任
平成30年　１月31日逝去

４月８日㈰、島根県立大学で、１月31日に
逝去された浜田市名誉市民の佐々木正氏の浜
田市市葬を執り行いました。島根県の藤原孝
行副知事、島根県議会の大屋俊弘議長をはじ
め、約260人が参列しました。

はじめに、業績披露を行い、続いて市葬委
員長の久保田章市市長が、液晶の開発や電子
計算機の小型化と高性能化に尽力し、日本を
電子立国に導いた手腕や、地域産業活性化塾
や各種セミナーをとおして、地元経済界の活
性化に力を注がれた功績を振り返り、「日本
はもとより地元浜田市の発展・振興のために
心血を注いで取り組まれた事業が、現在の市
の飛躍として実を結んでいる。先生のご功績
を心に刻み、市の発展のために市民の皆さん
と共に全力で取り組んでいく」と告別の辞を
述べました。

引き続き、来賓の皆さんがお別れのことば
を述べられ、参列者全員が献花を行い、佐々
木氏の功績をしのび哀悼の意を捧げました。

ご遺族を代表して挨拶をする
佐々木浄子さんと佐々木秀昭さん

告別の辞を述べる市葬委員長の
久保田市長

【　業　績　】
昭和39年　早川電機工業㈱産業機器事業部長として電卓開発

を推進
昭和44年　世界初ＭＯＳ－ＬＳＩを採用した手のひらサイズ

電卓・ＱＴ－8Ｄ発売
昭和52年　世界初カード電卓ＥＬ－8130ビジネスショウ出

展・発売
昭和53年　パーソナルコンピュータ「ＭＺ－80Ｋ」発売
昭和54年　超薄型カード電卓ＥＬ－8152発売
　　　　　日本語ワープロ「書院」ＷＤ－3000発売
　　　　　電訳機ＩＱ－3000発売
昭和56年　音声翻訳機ＩＱ－5000発売

【　受賞歴　】
昭和46年　アポロ功労賞受賞（米国宇宙開発にＥＬＳＩ技術

で貢献）
　　　　　機械振興協会賞受賞（ＬＳＩ電卓の量産化と実用化）
昭和48年　藍綬褒章受章
昭和56年　通商産業大臣賞受賞（情報化機器開発及び普及に

貢献）
　　　　　東独ドレスデン工科大学第一等功績賞受賞
昭和60年　勲三等旭日中綬章受章
昭和61年　市村賞受賞
平成12年　浜田市名誉市民顕彰

統計調査員を募集します 問合せ　情報政策課統計企画係　
☎�９１２０

　市では、国が実施する統計調査（国勢調査・経済セ
ンサスなど）に理解と熱意をもって、積極的に取り組
んでいただける統計調査員を随時募集しています。
　希望される人をあらかじめ登録統計調査員として登
録させていただき、統計調査実施の際に改めて市から
従事依頼をし、本人の了承を得た上で調査に従事して
いただきます。
※　登録された人に毎回調査をお願いするとは限りま

せん。

主な仕事の内容　
①調査員事務打合せ会への出席
②調査区域及び調査対象の確認
③調査票の配布・記入依頼・回収 
④回収した調査票の検査・整理・提出 

資格要件
・選挙関係者及び税務・警察に直接関係のない20歳以

上の人
・主に日中の調査活動に従事できる人（ほかに仕事を

されていても可能です）
・責任感が強く、特に秘密保護に配慮できる人
・暴力団員でなく、暴力団や暴力団員と密接な関係が

ない人
報酬など　

調査に従事した場合に、国で定めた報酬を支払いま
す。

統計調査員の身分　
実際に調査に従事していただく場合に、統計調査の
都度（約２か月間）、国や県から任命される非常勤
の公務員となります。

応募方法
　電話で申し込んでください。後日、簡単な面接を行

います。

あなたも 問合せ　地域医療対策課保健予防係
☎�９３１１あなたも食改さんになりませんか

　食改さんの愛称で親しまれている食生活改善推進員
は、「私たちの健康は私たちの手で」を合言葉に、地
域における健康づくり活動の担い手として、栄養バラ
ンスのよい食生活の推進など様々な活動に取り組んで
います。　
浜田市食生活改善推進員養成講座　　
　　　　　　　　　　　　参加者募集
　市では、今年度、食生活改善推進員として活躍して
くださる人の養成講座を開催します。
開催日時・内容　右表のとおり
場所　市総合福祉センター
募集人数　30人
応募資格　①浜田市に居住している人
　　　　　　（年齢・性別は問いません。）

②養成講座終了後、修了証を受領し浜田市
食生活改善推進協議会員になっていただ
き、地域でボランティア活動を行うこと
ができる人

参加費　2500円程度（テキスト代・調理実習材料費など）
申込方法　電話で申し込んでください。
申込締切日　５月31日㈭
申込先　　地域医療対策課　　　☎�９３１１

金城支所市民福祉課　☎�１２３5
旭支所市民福祉課　　☎�１４３５
弥栄支所市民福祉課　☎�２６５６
三隅支所市民福祉課　☎�２８０６

養成講座
日時 主な内容（予定）

第
１
回

７月３日㈫
10：00～15：00

・開校式
・地域での食生活改善推進員活動
・レクリエーションを取り入れた活動
・健康日本21（これからの健康づくりの

課題）
・浜田市の健康課題と栄養改善事業

第
２
回

７月19日㈭
10：00～15：00

・栄養の基礎知識
・バランスのとれた学校給食
・食品衛生について
・年代別食生活のポイント

第
３
回

８月２日㈭
10：00～15：00

・調理の基本
・ボランティアの心得
・調理実習（バランスのよい食事）
・運動の実践

第
４
回

８月24日㈮
10：00～15：00

・食品成分表の使い方
・調理実習（低栄養予防の食事）
・健康チェック
・食事のバランスガイドを使って献立を

立ててみよう

第
５
回

９月４日㈫
10：00～15：00

・基本的な魚のさばき方
・調理実習（魚を使った料理）
・地産地消についてもっと知ろう

第
６
回

９月21日㈮
10：00～15：00

・口腔ケアと咀
そ し ゃ く

嚼
・調理実習（自分たちで考えた献立実習）
・養成講座を終えて（自分でできる活動

を考えてみよう）
・閉校式

※　都合により内容が前後することがあります。

浜田市名誉市民　故佐々木正氏の
浜田市市葬を執り行いました

【故佐々木正氏　略歴・業績・受賞歴】
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全国大会優勝・３位
全国大会出場
おめでとうございます

水道使用水量・料金等お知らせ票

水道料金等収納済通知書

様

様

前回検針日
今回検針日

メーター番号

検針員
用 途
口 径 ㎜

お客様番号

今 回 指 示 数 ㎥
㎥
㎥

前 回 指 示 数
旧メーター使用水量

㎥今 回 使 用 水 量
水 道 料 金 円

㎥下 水 道 使 用 水 量
下 水 道 使 用 料

浜 田 市 上 下 水 道 部
浜田市殿町１番地

上記の金額は消費税及び地方消費税額が含まれております。※

TEL 0855-25-9903

円

お 客 様 番 号

水 道 使 用 水 量
水道料金収納額

下水道使用水量
下水道使用量収納額

振替（収納）日

（内消費税相当額

（内消費税相当額

㎥
円
円）

㎥
円
円）

裏面も是非ご覧ください。

採用職種・要件など　下表のとおり
第１次試験日　６月24日㈰
試験会場　　　浜田市役所本庁舎
申込方法　　　採用試験実施要項に基づき、受験申込

書類を提出してください。

浜田市職員採用試験 ＆ 就職ガイダンス

※　採用試験実施要項は、人事課・各支所防災自治課
にあります。配布は５月１日から行います。市ホー
ムページからダウンロードもできます。　

受付期間　５月１日㈫～25日㈮（当日消印有効）

受験申込書類提出・ガイダンス申込み・問合せ
　人事課人事係　☎�９１３０
　　〒697－8501　浜田市殿町１番地
　　Email：jinji@city.hamada.lg.jp

平成31年４月１日採用予定の第１回職員採用試験を次のとおり行います。
採用試験実施要項で詳細を確認し、受験の申込みをしてください。

浜田市役所の就職ガイダンスを開催します。市役所の仕事や採用試験制度
の説明・職場見学・職員との意見交換などを行います。市役所の採用試験を
受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。

対象　　平成30年度第１回職員採用試験（６月実施）
の対象者

日時　　５月18日㈮　午後１時30分～４時30分
場所　　市役所本庁舎４階　講堂
定員　　先着30人
料金　　無料
申込み　５月14日㈪までに、電話又はメールで必要事

項（氏名・住所・電話番号・在学中の場合は
学校名と学年）を人事課までお知らせくださ
い。

平成30年度　第１回

職員採用試験

就職ガイダンス

※　平成30年９月に、次の職種（年齢区分）で採用試験を実施する予定です。
①一般事務員（18歳以上23歳以下）新規高等学校卒業者が受験可能
②一般事務員（24歳以上35歳以下）社会人経験３年以上の人が対象
③そのほか専門職（消防士など）

※　一般事務員で受験申込みができるのは、６月・９月を通じてひとつの年齢区分のみです。
※　９月実施予定の採用試験については、広報はまだ８月号でお知らせします。

10月１日より　水道料金を改定します
平成17年10月の市町村合併以降、浜田市内には、上水道（旧浜田市）と簡易水道（旧那賀郡）が並存し

ておりましたが、このたび国が示した方針に従い、上水道と簡易水道を平成30年４月に統合しました。
上水道と簡易水道では、料金体系及び料金水準が異なっているため、統一する必要があります。
加えて、配水管などの水道施設の老朽化が進んでおり、更新需要に対応する財源の確保も大きな課題と

なっています。
このような状況を踏まえて、安全で安心な水道水を安定して供給するため、水道料金の見直しをするこ

とになりましたので、ご理解いただきますようお願いします。

⑴ 基本料金
メーターの口径 金額（税込み）
　13ミリメートル 907.2円
　20ミリメートル 972円
　25ミリメートル 1,404円
　30ミリメートル 1,404円
　40ミリメートル 3,348円
　50ミリメートル 6,696円
　75ミリメートル 9,936円
100ミリメートル 33,696円
150ミリメートル 38,556円

⑵ 従量料金　１立方メートルにつき
使用水量 金額（税込み）

10立方メートルまでの分 　91.8円

10立方メートルを超え
20立方メートルまでの分 162円

20立方メートルを超え
50立方メートルまでの分 199.8円

50立方メートルを超え
500立方メートルまでの分 237.6円

500立方メートルを超え
1,000立方メートルまでの分 221.4円

1,000立方メートル超える分 205.2円

新料金の計算方法
新水道料金 ＝ ⑴ 基本料金 + ⑵ 従量料金

新料金試算コーナーを設置しました
新料金は、３か年で段階的に移行しますが、移行期

間中の料金も確認できます。市役所西分庁舎上下水道
部窓口前に設置していますので、ぜひご利用ください。

　全国大会での入賞報告や全国大会へ
の出場報告のため市役所を訪問された
皆さんをご紹介します。

一般の部
優勝
島根雪神楽連合

新田陽彩さん（旭小５年）
デンジャラースガール

レディースの部
３位入賞

天津里穂さん（国府小２年）尾門杏さん
（国府小４年）

清本あかりさん
（石見小４年）

尾島涼太さん
（国府小５年）

中川優月さん
（雲雀丘小５年）

問合せ
　上下水道部管理課料金係　☎�９９０３

採用職種 人員 対象者
（平成31年４月１日現在） 必要な資格・条件など

一般事務員 ６人程度 22歳以上26歳以下の人 第１次試験は、高校卒業程度の教養試験など
を実施します。学歴・資格などは問いません。

土木技術員 ２人程度 20歳以上35歳以下の人 学歴・資格などは問いません。

日本雪合戦選手権大会
（長野県：３月３日・４日）

全国JOCジュニアオリンピッ
クカップ春季水泳競技大会
（東京都：３月27日～30日）

全国ホープス選抜卓球大会
（神奈川県：３月23日～25日）

全国小学生ソフトテニス大会
（千葉県：３月29日～31日）
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注表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません

（単位：百万円）

■公営企業会計 （単位：千円）
会　　計　　名 収入 支出

水  道  事  業 収益的収支 2,136,923 1,962,162
資本的収支 662,711 1,334,566

工業用水道事業 収益的収支 127,293 127,293
資本的収支 3,441 89,338

■特別会計 （単位：千円）
会　　計　　名 予算額

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 6,488,250
直 診 勘 定 278,243

駐 車 場 事 業 35,672
公 設 水 産 物 仲 買 売 場 16,165
公 共 下 水 道 事 業 756,632
農 業 集 落 排 水 事 業 692,533
漁 業 集 落 排 水 事 業 46,597
生 活 排 水 処 理 事 業 58,788
後 期 高 齢 者 医 療 796,890

歳　出

●市税：市民の皆さんが納める税金
●分担金及び負担金：事業をするために、事業

の受益者から、一部を負担してもらうお金
●使用料及び手数料：施設の使用料や諸証明の

発行などの手数料
●繰入金：基金などから繰り入れるお金
●諸収入：雑入や貸付金元利収入など
●その他：寄附金など
●地方譲与税等：国税の一部又は全部が市に交

付されるお金
●地方交付税：全ての市町村で等しく行政サー

ビスが提供できるよう国が交付するお金
●国庫支出金：特定の事業に対して交付される

国からの補助金など
●県支出金：特定の事業に対して交付される県

からの補助金など
●市債：市が資金調達のために借り入れるお金

用語解説（歳入）

●人件費：市の職員の給与や退職金などの経費
●扶助費：生活保護や高齢者・乳幼児の医療費な

どの経費
●公債費：市が借り入れた地方債の支払に要する

経費
●普通建設事業費等：道路・橋りょう・学校など

公共用又は公用施設の建設に要する経費及び災
害復旧に要する経費

●物件費：賃金・旅費・需用費・役務費・委託料・
使用料及び賃借料などの物財調達のための経費 

●維持補修費：市が管理する公共用又は公用施設
などを維持するために必要な補修経費

●補助費等：各種団体に対する補助金・交付金・
負担金などの経費

●積立金：基金などに積み立てるための経費
●貸付金：政策金融・修学費の支援などを目的と

して貸付けを行うための経費　
●繰出金：一般会計と特別会計又は特別会計相互

間において支出される経費

用語解説（歳出）

（単位：百万円）歳　入

一般会計
歳入
378億
7,100万円

自
主
財
源

依

存
財
源

（33.7%）

（66.3%）

市税
7,117(18.8％)

分担金及び
負担金
485(1.3％)

使用料及び
手数料
581(1.5％)

繰入金
1,926(5.1％)

諸収入
1,241(3.3％)

その他
1,427(3.7％)

地方譲与税等
1,624(4.4％)

市債
4,447(11.7％)

地方交付税
11,900(31.4％)
地方交付税
11,900(31.4％)

国庫支出金
4,562(12.0％)
国庫支出金
4,562(12.0％)

県支出金
2,561(6.8％)
県支出金
2,561(6.8％)

一般会計
歳入
378億
7,100万円

自
主
財
源

依

存
財
源

（33.7%）

（66.3%）

市税
7,117(18.8％)

分担金及び
負担金
485(1.3％)

使用料及び
手数料
581(1.5％)

繰入金
1,926(5.1％)

諸収入
1,241(3.3％)

その他
1,427(3.7％)

地方譲与税等
1,624(4.4％)

市債
4,447(11.7％)

地方交付税
11,900(31.4％)
地方交付税
11,900(31.4％)

国庫支出金
4,562(12.0％)
国庫支出金
4,562(12.0％)

県支出金
2,561(6.8％)
県支出金
2,561(6.8％)

市税
7,306（18.5％）

分担金及び
負担金
445（1.1%）
使用料及び
手数料
558（1.4%）

地方譲与税等
1,615（4.0%）

繰入金
2,672（6.8%）
諸収入
978（2.5%）
その他
1,201（3.1%）

地方交付税
11,550（29.3%）

国庫支出金　
4,835（12.3%）

県支出金　
4,053（10.3%）

市債
4,236（10.7%）

一般会計
歳入

394億5,000万円

（66.6%）

（33.4%）

注表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません

一般会計
歳出【性質別】
378億

7,100万円

義
務
的

経
費

（49.8%）

（36.2%）

その
他
の
経
費

投資的経費
（14.0%）

人件費
5,984(15.8％)

扶助費
7,101(18.7％)

公債費
5,786(15.3％)普通建設事業費等

5,286(14.0％)

物件費
4,650(12.3％)

維持補修費
361(0.9％)

補助費等
3,497(9.2％)

貸付金
512(1.4％)

繰出金
4,065(10.7％)

積立金
629(1.7％)

一般会計
歳出【性質別】
378億

7,100万円

義
務
的

経
費

（49.8%）

（36.2%）

その
他
の
経
費

投資的経費
（14.0%）

人件費
5,984(15.8％)

扶助費
7,101(18.7％)

公債費
5,786(15.3％)普通建設事業費等

5,286(14.0％)

物件費
4,650(12.3％)

維持補修費
361(0.9％)

補助費等
3,497(9.2％)

貸付金
512(1.4％)

繰出金
4,065(10.7％)

積立金
629(1.7％)

人件費
6,034（15.3%）

扶助費
7,082（18.0%）

公債費
5,700（14.4%）

補助費等
4,166（10.6%）

普通建設事業費等
7,255（18.4%）

物件費
4,452（11.3%）

維持補修費
374（0.9%）

積立金
583（1.5%）

貸付金
116（0.3%）

繰出金
3,689（9.4%）

一般会計
歳出【性質別】
394億5,000万円

（18.4%）
（47.7%）投資的経費

（33.9%）

その
他

の
経
費

義
務

的
経

費

自 主
財
源

依
存

財
源

※　平成29年７月豪雨災害　災害復旧事業

平
成
30
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平

成
30
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
の
編
成
で

は
、
既
存
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
実
績
や

効
果
な
ど
の
検
証
を
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に
、「
中
期
財
政
計
画
」
に
沿
っ
た
予
算

編
成
に
努
め
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
裁
量
経
費

に
お
い
て
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
効
果

額
を
含
め
て
施
策
別
予
算
配
当
（
前
年
度

比
平
均
１
・
９
％
削
減
）
を
実
施
し
た
上

で
、
浜
田
市
が
目
指
す
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
、
総
合
振
興
計
画
や
総
合
戦
略
に

基
づ
く
主
要
事
業
の
実
行
を
図
る
た
め
の

予
算
を
確
保
す
る
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
の
効

い
た
予
算
の
実
現
に
努
め
た
と
こ
ろ
で

す
。

具
体
的
に
は
、
水
道
料
金
上
昇
抑
制
の

た
め
に
水
道
事
業
会
計
へ
繰
出
し
を
行
う

ほ
か
、
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
乳
幼
児
医
療
費
を
10
月
か
ら
無
料
に

す
る
な
ど
、
市
民
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
教
育
環
境
の
更
な
る
向
上
を

図
る
た
め
、
中
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
整
備
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

一
方
で
、
財
政
運
営
の
健
全
化
の
た

め
、
約
３
億
円
の
地
方
債
の
繰
上
償
還
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計

予
算
総
額
は
３
９
４
億
５
０
０
０
万
円
と

な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
金
額
で
７

億
９
０
６
８
万
７
千
円
の
増
、
率
に
し
て

２
・
０
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
国

の
地
方
財
政
対
策
を
注
視
し
つ
つ
、
総
合

振
興
計
画
や
総
合
戦
略
の
着
実
な
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
一
方
で
、
将
来
に

責
任
の
あ
る
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目

指
し
て
、
行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
着
実

に
実
行
し
、
財
政
健
全
化
へ
の
取
組
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成30年度予算
■特別会計　　　（８会計）
■公営企業会計（２会計）

一般会計の概要

特別会計・公営企業会計

平成30年度浜田市当初予算

一
般
会
計
予
算

　総
額 

３
９
４
億
５
０
０
０
万
円

予
算
編
成
概
要

持
続
可
能
な
財
政
体
質
の

　
　
　
　
　
確
立
に
向
け
て
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　本年度の歳出予算のうち、重点施策及び新規事業を中心に、
主な事業をお知らせします。

※　金額は平成30年度にかかる事
業費であり、表示単位未満単純
四捨五入を行っています。

平成30年度末借入金
（地方債）残高見込
１人あたり
99万3,267円

庁舎の管理、徴
税、地域振興な
どに使います。88,081円

子育て支援や高齢者、障が
いのある人への支援、生活
保護などに使います。199,923円

商業や工業、観光
の振興、企業誘致
などに使います。17,254円83,096円

ごみ処理や火葬
場の維持、病気
の予防、環境保
全などに使いま
す。 消火活動、救

急救命などに
使います。23,940円道路や河川、公

園、住宅の整備
などに使います。

借金の返済に使
います。

103,695円

小 中 学 校、 幼 稚
園、 公 民 館 の 運
営、文化財保護、
生涯学習などに使
います。

54,177円

議 会 運 営、 勤 労
青少年ホームの運
営、災害復旧など
に使います。

20,743円

※　金額は､ それぞれに四捨五入
しているため、合計額が一致し
ない場合があります。

農業や林業、
漁業の振興に
使います。68,050円

58,667円

総務費 民生費

商工費農林水産業費衛生費

消防費

土木費

公債費

教育費

その他

１人あたりの
歳　出　額
71万7,625円

予算額（一般会計）を10,000分の１にして
１年間の家計簿風にしてみると…

支出（　）は市の性質別区分 平成30年度
当初予算

構成比
（%）

食費（人件費） 60万3千円 15.3　
光熱水費、日用雑貨代（物件費） 44万5千円 11.3　
医療費（扶助費） 70万8千円 18.0　
ローンの返済金（公債費） 57万円 14.4　
子どもへの仕送り（繰出金） 36万9千円 9.4　
家の増築費（普通建設事業費等） 72万5千円 18.4　
町内会費、サークル会費
（補助費等） 41万7千円 10.6　

定期貯金（積立金） 5万8千円 1.5　
アパートの修理、知人へ貸したお金など
（維持補修費、貸付金など） 4万9千円 1.2　

合　　　計 394万5千円 100.0　
※　表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずし

も一致しません。

浜田さん家の家計簿、昨年と違う点は？
・収入　兄弟からの援助（国県支出金）が増えます。
　　　　銀行からの借入金（市債）が増えます。
・支出　町内会費、サークル会費（補助費等）が増えます。
　　　　家の増築費（普通建設事業費等）が増えます。

収入（　）は市の収入科目 平成30年度
当初予算

構成比
（%）

自
主
財
源

給料 （市税） 73万1千円 18.5　
アパートの家賃収入などの副収入
（使用料及び手数料など） 31万8千円 8.1　

預金の取崩し（繰入金） 26万7千円 6.8　

依
存
財
源

親からの援助
（地方交付税、地方譲与税等） 131万6千円 33.4　

兄弟からの援助（国県支出金） 88万9千円 22.5　
家を増築するための銀行からの
借入金（市債） 42万4千円 10.7　

合　　　計 394万5千円 100.0　

平成30年度の主な事業

活力のある産業を育て雇用をつくるまち

　大規模酪農牧場経営の操業初期において、安定
的な牛乳生産を図るため、国内市場（北海道）で
優良な乳用牛（初妊牛）を購入する場合に、その
購入費の一部を助成します。　

事業内容 事業内容

事業内容

〇補助対象者
　三隅町地内において酪農牧場を経営し、新たに
500頭以上の乳用牛を導入し、年間3,000ｔ以上の
牛乳生産を計画する認定農業者
〇補助率：基準額58万円を超えた額の1/2以内

（上限額　１頭あたり12万円）

1,008万円優良乳用牛導入支援事業
新規

　地域が抱える農業に関する諸課題に対して、地
域が自ら考え、解決する取組に対して支援を行う
ことで、地域農業の発展を図ります。

〇補助対象者
　公民館を単位とした６地区において、まちづく
り委員会又はまちづくり委員会が推薦した団体
○まちづくり計画に記載されたハード・ソフト事

業（上限額　100万円）

600万円地域提案型農業総合対策事業
新規

　老朽化した県内アユの種苗生産拠点施設を新規
整備することにより、県内及び市内河川（八戸川・
周布川・三隅川）へ安定的なアユ種苗の供給を行
い、内水面漁業の振興を図ります。　

　江川漁業協同組合が行うアユ種苗生産供給拠点
施設の整備費において、国や県からの補助金を除
いた残りの事業費を各関係市町村で負担します。

330万円アユ種苗生産供給拠点整備支援事業
新規

事業内容

　浜田開府400年記念に向けた市民の機運醸成を
図るため、各種イベントの開催や誘致に取り組
み、交流人口の拡大を目指します。　

○浜田開府400年記念プレイベント開催
　平成31年の浜田開府400年に向け、郷土に対す
る市民の意識高揚を図ります。
○ボランティアガイド育成勉強会
　平成29年度から開始した市民講座に継続して取
り組み、夏以降、本格的なガイド養成講座を行い
ます。
○大名行列拡充に向けた甲冑隊創設支援補助金
　　「浜田開府400年祭（仮称）」のスタートイベン
トとして想定している「石州 浜っ子春まつり」
の華、大名行列に甲冑隊を創設します。
　甲冑隊には市民の参画を促すとともに、誘客促
進と交流人口の拡大を図るため、将来的には全国
の甲冑愛好家が集まる祭りを目指します。
○開府400年対策室関連事務費
　平成31年に向けて、ポスターやチラシ・ホーム
ページの作成、浜田藩ゆかりの都市との調整や全
国規模のイベント（北前船寄港地フォーラム）の
誘致などを行い、各種準備に取り組みます。

441万円浜田開府400年記念イベント事業
新規

市民１人あたりの歳出状況

…浜田さん家の家計簿…

平成30年度当初予算額　394億5,000万円　を
市民の皆さん１人あたりの歳出に換算してみましょう。（ ）人   口   54,973　人

世帯数　26,434世帯
（Ｈ30．３．１現在）
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危険な空き家
農道のトンネルの亀裂

林道の橋梁

※　平成30年度当初予算の詳細は、市ホーム
ページに掲載しています。

問合せ
　財政課財政係　☎�９２１０

現行の浜田市制度 10月から
診療区分 負担割合 自己負担上限額

（１か月・１医療機関あたり） 自己負担額
入院 １割 2,000円 無料

（自己負担なし）通院 1,000円
薬局など 無料（自己負担なし）

　各自治区の主要な公民館を中心とした避難所な
どに、共通して使える認証基盤による無料のアク
セスポイントを整備します。

アクセスポイントを35か所に設置予定
○庁舎　　　　６か所
○避難所など　29か所

1,364万円公衆用無線LAN整備事業
新規

　農道・林道を構成している橋梁、トンネルなど
の構造物について、点検に基づき損傷が軽微な段
階で対策を検討し、保全対策費用の最小化と平準
化を図るため、個別施設計画を策定します。

○農道
・県営で作られたトンネル３か所及び15ｍ以上の

橋梁11か所
・団体営で作られた15ｍ以上の橋梁13か所
○林道
・15ｍ以上の橋梁15か所、トンネル１か所

430万円
400万円

農道長寿命化計画策定事業
林道長寿命化計画策定事業

新規

250万円危険空き家緊急安全対策事業
新規

　適切な管理が行われず、防災、防犯、衛生、景
観など地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼし
ている特定空き家などに対して、略式代執行及び
緊急安全措置を行うことで、危険な状態を解消
し、安全で安心して暮らせるまちづくりを目指し
ます。

○建物の標準的な解体費
　（戸建て木造住宅の解体費）　　200万円／戸
○建物の危険回避の措置費　　　50万円／戸

　市内に居住する70歳以上の人を対象に、敬老乗
車券交付事業を実施するとともに、市内の高校に
通学する一定額以上の通学定期券の購入者を対象
に補助金を交付します。

敬老乗車券交付事業
　浜田駅を起点に半径８km以上の町の居住者を対
象に購入上限冊数（通常１人１年度あたり10冊）
を２冊分拡充

8,601万円地域公共交通再編事業
拡充

生活基盤が整った快適に暮らせるまち

1億7,230万円浜田駅前広場整備事業

　浜田ステーションホテル移転新築に合わせ、駅
前広場を整備することにより、浜田市の玄関口で
あり交通の要衝である当地区の賑

に ぎ

わいの創出を図
ります。

整備スケジュール及び総事業費見込
２億3，380万円

〇平成30年４月～　　・ホテル用地買収
　　　　　　　　　　・ＪＲ用地買収
　　　　　　　　　　・建物移転補償
〇平成31年４月～　　・駅前広場整備工事
　
※　平成31年度完了予定

事業内容

事業内容

事業内容

事業内容

事業内容

　介護保険サービスを利用せずに健康を維持して
いる高齢者に対し、市と契約した日帰り温泉施設
などで利用できる敬老入浴券を贈呈することによ
り、高齢者の社会参加及び健康維持、健康増進の
意欲を高め、福祉の増進を図ります。

〇補助対象者
次の全てに該当する人
・市内に住所を有し、満年齢70歳以上である高齢者
・前年中に介護保険サービスを利用していない人
・介護保険料の滞納が無い人
○市と契約を締結した日帰り温泉施設などで利用

できる１回分の入浴券を６枚贈呈します。

940万円敬老入浴券贈呈事業
新規

　浜田版「親の学びプログラム」を推進し、子育
てに悩む保護者の孤立化を防ぐとともに、家庭教
育の充実を図ります。

○浜田版親の学びプログラムの実施
　⑴　保育所（園）・幼稚園を対象に実施
　⑵　生涯学習課の主催による実施　 　　
　⑶　公民館主催による実施
○各期の親を対象に講師を招いて講演会開催
○ファシリテーターのスキルアップ研修実施
○ファシリテーターの連絡会開催

170万円各期における親の学び推進事業
新規

　河川水位を水位画像としてインターネット上に
アップロードし、市職員、自主防災組織、消防団
員、住民などが、いつでも安全にリアルタイムの
水位情報を入手できるように、河川監視カメラを
整備します。

平成30年度は５か所に設置
　・周布公民館敷地（浜田）
　・鉄屋橋付近（金城）
　・都川浄水場付近（旭）
　・弥栄支所付近（弥栄）
　・御幸橋付近（三隅）

1,090万円河川監視カメラ整備事業
新規

　県の制度である乳幼児医療費助成事業の乳幼児
を対象に、10月から、一部自己負担額を市の単独
助成により無料化にすることで、子育てに伴う保
護者の経済的負担の軽減を図ります。

9,515万円乳幼児医療費助成事業
拡充

　道路（市道、農道、林道）及び河川の草刈報償
費の単価見直しを行い、地域住民の協力による生
活環境の保全を図ります。

　草刈報償費の単価を一律にアップし、高齢化率
の高い地区についてはさらに上乗せします。
・高齢化率70％未満　10円（15円）⇒20円
・高齢化率70％以上　10円（15円）⇒30円

2,270万円生活環境保全事業
拡充

健康でいきいきと暮らせるまち 夢を持ち郷土を愛する人を育むまち

安全で安心して暮らせるまち

自然環境を守り活
い

かすまち

事業内容

事業内容

事業内容

事業内容

事業内容

　市道の見通しの悪い箇所にカーブミラーを設置
し、道路環境の安全性の向上を図ります。

　住民などから要望を受けている箇所に３か年計
画でカーブミラー（100基程度）を設置します。

1,200万円カーブミラー緊急対策事業
新規

事業内容
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まちのわだい

しまね自死遺族フォーラムin浜田に出席
しました（３月３日）

国際ソロプチミスト西宮（兵庫県）の皆
さんが訪問されました（３月14日）

浜田市出身の自衛隊新入隊員の激励会に出席しました（３月10日）

浜田マリンライオンズクラブより、チャ
リティボウリング大会の収益金の寄贈を
受けました（３月14日）

浜田港拠点化形成研究会に出席しました
（３月14日）

有福保育園閉園式に出席しました
（３月24日）

日本消防協会から、浜田市消防団に優良
消防団（表彰旗）が授与され、報告を受
けました（３月27日）

浜田市出身の写真家である河野英喜さん

の写真展の開催にあわせ、トークショー

を行いました（３月24日）

浜田青年会議所の「異業種交流会」で講
演を行いました（３月16日）

島根県立大学卒業証書授与式・大学院学
位記授与式に出席しました（３月19日）

キックボクサーの寺戸伸近選手を、浜田
ＰＲ大使に委嘱しました（３月29日）

浜田ロードレース大会開会式に出席しま
した（３月４日）

県内一斉行動日に街頭啓発中の参加者

各地区で取り組んでいる活動内容を整理

熱心に聴く参加者

三浦義武のコーヒーへの情熱を熱演

４月６日㈮～15日㈰、春の全国交通安全運動啓発活動が三隅
町内で行われました。この取組は、悲惨な交通事故を少しでも
減らすため、浜田市交通安全協会三隅支部が地域の住民や学校
など各種団体とともに、春の全国交通安全運動にあわせて毎年
実施しているものです。

期間中には、住民が早朝からのぼり旗や交通安全標語板を掲
げ、運転者に交通安全を呼びかける人の目交通監視のほか、各
地区での立哨活動、地元企業による交通安全啓発用チラシの配
布などが行われ、地域全体で交通安全を呼び掛けました。

３月25日㈰、生涯学習のまち・地域づくり研修会が黒沢公民
館で行われました。この研修会は、一人ひとりが自分の地域の
課題を見つめ、その課題を解決していく方法を学んでもらおう
と浜田市三隅生涯学習推進本部と三隅自治区自治会連絡協議会
が企画したものです。

当日は、これまでの勉強会を振り返った後、各地域で行われ
ている個人や団体の活動を洗い出し、それぞれの取組を分類し
ていきました。参加した72人は、作業を通じて見えてきた地域
の特色を理解し、自分たちが目指す地域像を語り合いました。

３月25日㈰、講演会「歴史ある村を守る取り組み」が弥栄会
館で開催されました。これは、将来の弥栄についてみんなで考
えていくために弥栄自治区自治会長会と市が企画したものです。
　講師としてお招きした㈱吉田ふるさと村社長の高岡裕司さん
が、都会へ人口が流出することを防ぐために雲南市吉田町内に
仕事を作ろうと思い立った経緯や試行錯誤しながら取り組んだ
ことについて丁寧に話をされました。高岡さんは、「考えるだ
けではダメ。やらないと意味がない。動き出すことが大事」な
どと話され、来場者は熱心に聴き入っていました。

３月24日㈯・25日㈰、住民参加創作劇「コーヒーと共に生き
た男～三浦義武」が石央文化ホールで上演され、1200人を超え
る人が鑑賞しました。これは、日本のコーヒー文化を築いた三
隅町出身の三浦義武の人間像と生涯を舞台化したもので、浜田
市をはじめ石見地方から集まった皆さんが出演者やスタッフを
務め、脚本と演出を浜田市出身の劇作家で演出家の美崎理恵さ
んが手掛けました。

出演者は、笑いあり涙ありと三浦義武の波らん万丈の人生を
２部構成で演じ、会場からは大きな拍手が送られていました。

♥Town Topics

地域で取り組む交通事故ゼロ
～　春の全国交通安全運動啓発活動　～

みすみ

自分たちが望む地域の姿を目指して
～　生涯学習のまち・地域づくり研修会　～

みすみ

地域の将来を考えよう
～　講演会 「歴史ある村を守る取り組み」　～

やさか

三浦義武と取り巻く人々を熱演
～　住民参加創作劇 「コーヒーと共に生きた男～三浦義武」　～

はまだ
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朗読に聴き入る参加者

防火について説明する女性消防団員

小学生と地域の皆さんによる「たばやし」

自治区長との意見交換

３月17日㈯、春の朗読会が中央図書館で行われました。これ
は、朗読を楽しんでもらい、本や朗読に興味を持ってもらおう
と、朗読を楽しむ会「波」が毎年開催しているものです。

朗読会では、中原中也の「サーカス」や新美南吉の「ごんぎ
つね」、浜田市を舞台にした太宰治の「葉櫻と魔笛」など様々
なジャンルの11冊が紹介されました。会員の皆さんが自分のオ
ススメの一冊を朗読する声が会場に響き、約40人の来場者は声
で聴く本の世界に引き込まれていました。

３月３日㈯、金城消防隊女性消防団員と東部消防署金城出張
所職員による合同防火指導が小国地区で行われました。これ
は、火災の多いこの時期に、毎年地区のひとり暮らしの高齢者
の自宅を訪問し、防火指導を行っているものです。

団員は、煙突やボイラー付近の点検、住宅用火災警報器の設
置確認を行い、住宅用火災警報器の交換時期について説明する
など火災への備えをアドバイスしました。訪問を受けた高齢者
は、「住宅用火災警報器は交換が必要だと初めて知りました」
と話していました。

３月４日㈰、久佐地区文化祭が久佐公民館で開催されました。
これは、地域の活性化とふれあいを目的にまちづくり委員会と
公民館で作る実行委員会が企画したものです。

文化祭では、今福小学校と地域保存会による「たばやし」や
島根県立大学よさこい燈蘭「福の神」など、地区内外の団体に
よる歌や踊り・劇などの発表があったほか、公民館活動の作品
展示やバザーの出店もありました。参加者は、「たくさんの催
しがあり、楽しい一日を過ごすことができた。来年も地域の人
と触れ合える文化祭を楽しみにしている」と話していました。

２月25日㈰、和田地区行政懇談会が和田公民館で開催されま
した。これは、山間地域における課題や問題について旭自治区
長を交えて意見交換をしようと、公民館が毎年開催しているも
ので、約50人が参加しました。

当日は、今後についての疑問や、若者をいかに定住させ住み
よい町にしていけばよいかなどの話し合いが活発に行われまし
た。また、「災害から身を守る・自己防衛」と題した防災学習
会も行われ、過去の災害の様子を振り返り、命を守る行動や避
難、自主防災組織の活動の重要性について学びました。

パネリストによる美又地域の活性化についての討論

ケイドロで走り回る参加者

発掘された土塀の基礎

息の合ったダンスを披露

　３月22日㈭、美又地域成果発表会が金城観光ホテルで開催さ
れ、約100人が参加しました。この発表会は、「美又ににぎわい、
ふれあいをつくっていこう」をスローガンに取り組んでいる美
又湯気の里づくり委員会と美又旅館組合が企画したものです。
　当日は、成果発表や講師を招いての基調講演、島根県立大学
生のビジネスプランの発表、パネルディスカッションなどが行
われました。成果発表では「温泉街の活性化、おもてなし向上、
地域まるごと６次産業化」などの取組経過や成果が発表され、
参加者は美又を盛り上げようと熱心に語り合いました。

　３月18日㈰、浜田城跡発掘調査現地説明会が浜田城山公園で
開催されました。これは、城山公園整備事業にあわせて実施し
た浜田城跡の発掘調査により、見つかった江戸時代の石垣や土
塀の痕跡などを、現地を見学しながら知ってもらおうと企画し
たものです。
　現地では、発掘された石垣の前で市職員が年代や石の積み方
など、今回の発掘で判明したことを説明しました。また、瓦な
どの出土品の展示も行われました。参加者は、職員に質問した
り発掘跡を写真に撮ったりと熱心に見学していました。

３月21日㈷、旭わんぱく交流会が市民体育館で開催されまし
た。これは、１年間のいろいろな活動を振り返りながら、締め
くくりとしてみんなで楽しく交流しようと、あさひスポーツク
ラブとあさひわんぱく道場が合同で、毎年行っているものです。

会では、小学校６年生の児童たちが中心となり、やりたい遊
びを考えたり昼食の準備をし、ケイドロなどを年齢に関係なく
みんなで楽しんだ後、カレーやバーべキューを味わいながら１
年間を振り返りました。参加者は、「しっかり体を動かすこと
ができて楽しかった」と話していました。

３月18日㈰、ダンスフェスティバルwithや市が弥栄会館で
開催されました。

当日は、地元のチームのほかに松江市や江津市からも参加が
あり、10チームが練習の成果を披露しました。ヒップホップダ
ンスやブレイクダンス、フラダンス、Ｋ－ＰＯＰ、社交ダンス
などジャンルを超えたダンスが披露され、迫力あるリズムに合
わせた躍動感のあるダンスや優雅な踊りに、や市で買い物をし
ていた来場者も魅了されていました。また、ライブやダンスバ
トルも開催され、会場は大いに盛り上がりました。

♥Town Topics

心に響く作品を耳で楽しむ
～　春の朗読会　～

はまだ

火災への備えを再確認
～　女性消防団・消防署合同防火指導　～

かなぎ

多彩な演出と地区内外の触れ合い
～　久佐地区文化祭　～

かなぎ

地域の課題について意見交換
～　和田地区 行政懇談会　～

あさひ

見て・聞いて・体感して・語り合う美又地域の未来
～　美又地域成果発表会　～

かなぎ

掘り出された江戸時代の痕跡を巡る
～　浜田城跡発掘調査現地説明会　～

はまだ

楽しい遊びで１年間の締めくくり
～　旭わんぱく交流会　～

あさひ

ダンス♪ダンス♪ダンス♪
～　ダンスフェスティバルwithや市　～

やさか
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　
地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
一
斉
訓
練
放
送
を
行

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
全
て
の
防
災
行
政

無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
ま
す
。

※　
こ
の
訓
練
は
、
浜
田
市
以
外
の

地
域
で
も
行
わ
れ
ま
す
。　
　
　

訓
練
放
送
日
時

５
月
16
日
㈬　
午
前
11
時
頃

放
送
内
容

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
を
３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

※　
前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま

す
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
と
は　
　
　
　
　
　

　
災
害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な
ど
を
介

し
て
瞬
時
に
受
信
し
、
市
町
村
の
防

災
行
政
無
線
な
ど
を
自
動
的
に
放
送

さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
合
せ　
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係　
☎
�
９
１
２
２

　
自
転
車
は
誰
で
も
乗
れ
る
便
利
な

乗
り
物
で
す
が
、
一
方
で
傘
差
し
運

転
や
、
乗
用
中
の
携
帯
電
話
の
使
用

な
ど
の
ル
ー
ル
違
反
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
自
転
車
も
車
の
仲
間
で
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道

は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の

禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停

止
・
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
合
せ　
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係　
☎
�
９
１
２
２

　

最
近
、
特
殊
詐
欺
の
一
つ
と
し

て
、「
電
子
マ
ネ
ー
」
を
だ
ま
し
取

る
手
口
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

電
子
マ
ネ
ー
詐
欺

　
携
帯
電
話
に
、
有
料
サ
イ
ト
の
料

金
が
未
納
で
あ
る
か
の
よ
う
に
メ
ー

ル
を
一
方
的
に
送
り
付
け
、
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
で
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
電

子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ
る
も
の
で
す
。

メ
ー
ル
も
大
手
の
有
名
企
業
な
ど
を

名
乗
っ
て
だ
ま
そ
う
と
し
て
き
ま
す
。

　
詐
欺
メ
ー
ル
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
心
当
た
り
の
な
い

メ
ー
ル
が
届
い
た
ら
、
ま
ず
は
家
族

や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、「
訴
訟
最
終
告

知
」
の
詐
欺
ハ
ガ
キ
も
多
数
届
い
て

い
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係　
☎
�
９
１
２
２

有料動画の未納料金が発
生しています。本日中に
ご連絡なき場合、法的手
続きに移行します。●●
●サポートセンター
03-●●●●ｰ●●●●

　
毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ
チ

の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

　
ハ
チ
は
、
春
先
か
ら
雨
や
風
が
し

の
ぎ
や
す
い
場
所
を
選
ん
で
巣
を
作

り
始
め
ま
す
。
中
で
も
ス
ズ
メ
バ
チ

は
、
７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
巣
が

大
き
く
な
り
、
同
時
に
攻
撃
的
に
な

る
最
も
危
険
な
時
期
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
巣
が
小
さ
い
春
先
に
発
見
し
駆
除

を
行
え
ば
、費
用
も
安
く
済
み
ま
す
。

早
期
の
発
見
、
早
期
の
駆
除
を
お
勧

め
し
ま
す
。

ハ
チ
の
巣
が
で
き
や
す
い
場
所

　
家
の
軒
下
・
天
井
裏
・
壁
の
中
・

床
下
・
垣
根
や
植
え
込
み
の
中
・
木

の
洞
の
中
な
ど

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は

　
そ
の
土
地
の
所
有
者
又
は
管
理
者

が
、
駆
除
業
者
に
直
接
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

駆
除
業
者
（
五
十
音
順
）

・
え
ん
じ
ょ
い
ネ
ッ
ト

【
三
隅
町　
☎
０
９
０
‐
７
３
７

３
‐
７
８
４
６
】

・
㈱
さ
ん
び
る
浜
田
営
業
所

【
長
沢
町　
☎
�
２
８
９
２
】

・
㈱
ソ
ウ
カ
ン

【
後
野
町　
☎
�
１
７
８
９
】

・
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
浜
田
営
業

所【
長
沢
町　
☎
�
０
８
３
２
】

・
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

【
港
町　
☎
�
１
５
９
８
】

・
フ
ジ
マ
害
虫
消
毒
㈲

【
片
庭
町　
☎
�
６
４
７
１
】

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
�
９
４
２
０

５月側溝消毒予定表
日 曜 場所
１ 火 港町１～４
２ 水 京町、高田町、清水町、真光町
７ 月 原町、瀬戸見町、元浜町
８ 火 原井町
９ 水 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
10 木 長沢町１
14 月 長沢町２～５・７・８
15 火 生湯町１～４
16 水 長沢町６・８、桜ヶ丘、菅原団地
17 木 浅井町４～６
21 月 浅井町１～３、黒川町１・２
22 火 黒川町３～７
23 水 相生町１～３
24 木 相生町３・４、竹迫町
28 月 杉戸町、笠柄町
29 火 熱田町６～10
30 水 熱田町11～13
31 木 熱田町14、内田町
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施す

ることがあります。
　　　　　（環境課くらしと環境係　☎�９４２０）

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
身
近
に
で
き
る
夏
の
省
エ
ネ
活

動
と
し
て
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
普

及
に
取
り
組
み
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
で
省
エ
ネ
し
、
夏
バ
テ
防

止
の
健
康
野
菜
、
ゴ
ー
ヤ
を
食
べ
て

地
球
と
一
緒
に
元
気
に
な
り
ま
し
ょ

う
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は

　
あ
さ
が
お
や
ヘ
チ
マ
な
ど
の
ツ
ル

性
植
物
を
窓
の
外
に
育
て
て
作
る
自

然
の
カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
す
。

　
窓
か
ら
の
日
ざ
し
を
遮
り
、
葉
が

建
物
の
放
射
熱
や
地
面
か
ら
の
照
り

返
し
を
遠
ざ
け
て
く
れ
る
た
め
省
エ

ネ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ー
ヤ
苗
の
無
料
配
布

対
象　
市
内
の
世
帯
及
び
事
業
所

配
布
時
間　
５
月
27
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

配
布
場
所　
市
役
所
東
分
庁
舎
前
駐

車
場

配
布
内
容　
ゴ
ー
ヤ
の
苗
２
個
・
堆

肥
の
セ
ッ
ト

配
布
数　
先
着
５
０
０
セ
ッ
ト

※　

１
世
帯
（
事
業
所
）
１
セ
ッ
ト

問
合
せ　
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

隊
事
務
局
（
浜
田
市
環
境
課
内
）

☎
�
９
４
２
０

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
風
が

弱
く
、
気
温
の
高
い
晴
れ
た
日
に
、

空
気
中
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の

濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ

Ｍ
２・
５
の
注
意
喚
起
が
行
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
一
定
の
濃
度
を
超
え
、
継
続
す
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
な
ど
の
発
令

や
Ｐ
Ｍ
２・
５
の
注
意
喚
起
が
発
表

さ
れ
ま
す
が
、
直
ち
に
健
康
に
被
害

が
生
じ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

落
ち
着
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

○
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
、
窓
を
で

き
る
だ
け
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
（
園
）

な
ど
で
は
、
子
ど
も
を
屋
内
に
戻

し
ま
し
ょ
う
。

○
目
・
の
ど
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た

人
は
、洗
顔
や
う
が
い
を
し
ま
し
ょ

う
。

○
特
に
呼
吸
器
系
、
循
環
器
系
疾
患

の
あ
る
人
は
、
体
調
の
変
化
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
大

気
中
の
窒
素
化
合
物
・
炭
化
水
素

な
ど
が
紫
外
線
に
よ
っ
て
光
化
学

反
応
を
起
こ
し
生
成
さ
れ
る
オ
ゾ

ン
を
主
体
と
す
る
酸
化
性
物
質
で

す
。

※　

Ｐ
Ｍ
２・
５
は
、
大
気
中
に
浮

遊
す
る
小
さ
な
粒
子
の
う
ち
、
粒

子
の
大
き
さ
が
２・
５
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
以
下
（
人
の
髪
の
約
30

分
の
１
の
大
き
さ
）
の
、
非
常
に

小
さ
な
粒
子
で
す
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
�
９
４
２
０

　
中
国
電
力
㈱
は
、
三
隅
発
電
所
２

号
機
建
設
変
更
計
画
環
境
影
響
評
価

書
を
作
成
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し

て
い
ま
す
。

縦
覧
場
所

・
市
役
所
東
分
庁
舎
２
階
環
境
課

・
市
役
所
金
城
支
所

・
市
役
所
弥
栄
支
所

・
市
役
所
三
隅
支
所

・
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課

・
中
国
電
力
㈱
三
隅
発
電
所
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

期
間　
５
月
28
日
㈪
ま
で（
土・日・

祝
日
は
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時

※　
中
国
電
力
㈱
三
隅
発
電
所
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
で
は
、
７
月
10
日
㈫

ま
で
、（
５
月
28
日
以
外
の
月
曜

日
は
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
日
休
館
）縦
覧
で
き
ま
す
。

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　
中
国
電
力
㈱
電
源
事
業
本

部
環
境
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
２
‐
２
４
３
‐
６
７
１
３

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
一
戸

建
て
空
き
家
の
家
財
道
具
の
処
分
な

ど
を
行
う
場
合
に
、
そ
れ
に
要
し
た

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し

た
一
戸
建
て
の
空
き
家
所
有
者
な

ど
（
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
日

か
ら
引
き
続
き
２
年
以
上
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
す
る
意
思
の
あ
る

者
）

補
助
対
象
経
費　
市
内
に
事
業
所
を

有
す
る
法
人
又
は
市
内
に
住
所
を

有
す
る
個
人
事
業
主
に
依
頼
し
て

実
施
し
た
、
空
き
家
の
家
財
処
分

な
ど
に
要
す
る
経
費

補
助
率
及
び
上
限
額　
補
助
対
象
経

費
の
３
分
の
２
以
内
で
上
限
５
万

円
※　
補
助
申
請
は
、
申
請
者
１
人
あ

た
り
１
回
及
び
１
物
件
あ
た
り
１

回
の
み
と
な
り
ま
す
。

※　
申
請
方
法
や
添
付
資
料
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
先
・
問
合
せ

政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推
進
係

☎
�
９
２
０
０

詐欺メールの一例

詐欺ハガキの一例

安
全
安
心

生
活
・
環
境

住

宅

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
全
国

一
斉
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

電
子
マ
ネ
ー
詐
欺
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

５
月
１
日
㈫
か
ら
31
日
㈭
ま
で

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

ハ
チ
の
巣
は
早
期
に
発
見
・

駆
除
を
し
ま
し
ょ
う

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
夏
を

　
　
　
　
　
　
快
適
に
過
ご
そ
う

ゴ
ー
ヤ
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や

Ｐ
Ｍ
２・
５
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

三
隅
発
電
所
２
号
機
建
設
変

更
計
画
環
境
影
響
評
価
書
を

縦
覧
し
て
い
ま
す

空
き
家
の
家
財
道
具
の
処
分

経
費
を
補
助
し
ま
す
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　
市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、
県
の
補
助
制
度

を
活
用
し
て
、
次
の
設
備
を
設
置
す

る
費
用
の
一
部
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

対
象
シ
ス
テ
ム

・
太
陽
電
池
及
び
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と

・
太
陽
電
池
の
公
称
最
大
出
力
の
合

計
値
が
10　
kｗ
未
満
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

対
象
工
事

・
市
内
の
事
業
者
か
ら
対
象
シ
ス
テ

ム
を
購
入
す
る
こ
と　

・
市
内
の
事
業
者
に
よ
り
対
象
シ
ス

テ
ム
設
置
工
事
を
施
工
す
る
こ
と

補
助
金
額　
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
公
称
最
大
出
力
１
kｗ
あ
た
り

１
万
円
（
上
限
４
kｗ
４
万
円
）

募
集
件
数　
30
件

太
陽
熱
利
用
設
備

対
象
設
備

・
太
陽
熱
を
給
湯
・
冷
暖
房
な
ど
に

利
用
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と

・
集
熱
器
と
貯
湯
部
分
が
分
離
し
た

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額　

本
体
機
器
、
附
帯
機

器
、
据
付
工
事
に
か
か
る
経
費
の

２
分
の
１
の
額
（
上
限
30
万
円
）

件
数　
５
件

共
通
要
件

対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市

税
の
滞
納
が
な
い
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の

①
市
内
に
自
ら
所
有
し
居
住
す
る
家

屋
に
設
置
す
る
個
人
（
新
築
購
入

を
含
む
）

②
市
内
に
所
有
す
る
建
物
に
設
置
す

る
市
内
に
事
業
所
を
置
く
法
人
な

ど
対
象
工
事
期
限　
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
に
設
置
工
事
が
完
了
す
る

こ
と

申
込
期
限　
平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

※　
必
ず
工
事
着
手
14
日
前
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申

請
要
件
を
ご
確
認
の
上
、
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
市
役
所
環
境
課
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
�
９
４
２
０

　
市
で
は
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
身

体
障
が
い
者
又
は
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

の
居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

既
存
の
住
宅
を
市
内
の
工
務
店
な
ど

を
利
用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場

合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人 

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

対
象
住
宅　
市
内
に
所
有
し
、
現
に

居
住
し
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
設
置
し
て
あ
る
個
人
住
宅
又

は
併
用
住
宅
の
個
人
住
宅
部
分

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

・
子
育
て
世
帯

・
高
齢
者

・
身
体
障
が
い
者

・
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

※　

既
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
住

宅
、
又
は
営
利
を
目
的
と
し
て
家

賃
を
徴
収
し
て
い
る
賃
貸
住
宅
は

対
象
外
で
す
。 

※　
中
古
住
宅
を
購
入
し
、リ
フ
ォ
ー

ム
し
た
後
に
居
住
す
る
場
合
は
、

補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

※　

市
で
は
耐
震
診
断
に
つ
い
て

も
、
別
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

対
象
工
事

⑴　
既
存
住
宅
の
安
全
性
・
耐
久
性
・

居
住
性
の
向
上
の
た
め
に
行
う
増

築
（
10
㎡
以
内
の
も
の
に
限
る
。）・

修
繕
・
模
様
替
え
及
び
設
備
改
善

で
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用
が
20
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と

⑵　
子
ど
も
、
高
齢
者
、
身
体
障
が

い
者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
居
住

者
に
配
慮
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

で
あ
る
こ
と

⑶  

施
工
業
者
が
、
市
内
に
事
業
所

を
有
す
る
法
人
又
は
市
内
に
住
所

を
有
す
る
個
人
事
業
主
で
あ
る
こ

と
⑷  

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工
事

に
着
手
し
、
交
付
申
請
を
し
た
日

の
属
す
る
年
度
の
３
月
31
日
ま
で

に
対
象
工
事
が
完
了
し
、
実
績
報

告
書
を
提
出
す
る
こ
と

⑸  

補
助
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
の
部
分
に
つ
い
て
、
ほ
か
の

同
種
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

※　
介
護
保
険
法
・
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
住
宅
改
修
、
し
ま

ね
長
寿
の
住
ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
、
石
州
瓦
等
利
用
促
進
補

助
事
業
な
ど
の
同
種
の
補
助
金
を

受
け
て
行
う
工
事
部
分
は
対
象
外

で
す
。 

※　
作
り
付
け
で
は
な
い
家
具
、
家

電
製
品
そ
の
ほ
か
の
物
品
の
購
入

費
用
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額　
対
象
工
事
に
要
す
る
費

用
の
額
の
10
分
の
１
に
相
当
す
る

額
で
、上
限
を
20
万
円
と
し
ま
す
。

20
万
円
未
満
の
場
合　
対
象
外

20
万
円
以
上
２
０
０
万
円
未
満
の
場
合

対
象
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
の

10
分
の
１
に
相
当
す
る
額

（
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

２
０
０
万
円
以
上
の
場
合

一
律
20
万
円

受
付
期
間　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
着

手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
件
数
が
予
定
件
数
に
達
し

た
場
合
は
、
次
年
度
以
降
に
申
請

し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
し
て
浜

田
市
に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
す
る
３
親
等

内
の
親
族
と
多
世
代
同
居
を
す
る
場

合
に
、
そ
れ
に
要
し
た
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

※　
浜
田
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

を
受
け
ら
れ
た
人
へ
の
上
乗
せ
補

助
と
な
り
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
浜
田
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
に
規
定
す
る

補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
者

で
、
浜
田
市
に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
す

る
３
親
等
内
の
親
族
と
多
世
代
同

居
を
す
る
者

・
補
助
金
の
交
付
申
請
を
行
っ
た
日

か
ら
１
年
以
内
に
多
世
代
同
居
を

開
始
し
、
３
年
以
上
同
居
す
る
意

思
が
あ
る
者

補
助
額　
一
律
10
万
円

※　
申
請
方
法
や
添
付
資
料
な
ど
、詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
は
、
現
に

浜
田
市
に
住
所
の
な
い
人
で
市
外

に
５
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る

人
、
又
は
浜
田
市
に
転
入
さ
れ
て

１
年
以
内
で
そ
れ
ま
で
の
間
、
市

外
に
５
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い

た
人
を
言
い
ま
す
。

※　
多
世
代
同
居
と
は
、
住
居
を
異

に
し
て
い
た
２
世
代
以
上
の
世
帯

が
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
世
帯
の
住

居
に
お
い
て
同
居
す
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。

申
請
先
・
問
合
せ

政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推
進
係

☎
�
９
２
０
０

　
市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空
き

家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録

し
、
空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

な
ど
に
情
報
提
供
を
行
う
制
度
で

す
。

問
合
せ　
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係　
☎
�
９
２
０
０

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
一
戸

建
て
空
き
家
の
改
修
を
行
う
場
合

に
、
そ
れ
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象　
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
活
用

し
、
売
買
又
は
賃
貸
借
契
約
を
締

結
し
た
一
戸
建
て
の
空
き
家
所
有

者
な
ど
、
又
は
賃
借
人
（
賃
貸
借

の
場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
を
受

け
た
日
か
ら
引
き
続
き
５
年
以

上
、
当
該
空
き
家
を
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
す
る
意
思
の
あ
る
者
又

は
当
該
空
き
家
に
居
住
す
る
意
思

の
あ
る
者
）

補
助
要
件

・
交
付
申
請
の
日
が
、
補
助
対
象
空

き
家
の
売
買
、
又
は
賃
貸
借
の
契

約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

６
か
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有

す
る
事
業
者
の
施
工
に
よ
り
、
改

修
工
事
を
行
う
こ
と
。

・
交
付
申
請
の
日
の
属
す
る
年
度
の

３
月
31
日
ま
で
に
改
修
工
事
が
完

了
す
る
こ
と
。

補
助
対
象
経
費　
内
装
・
屋
根
の
ふ

き
替
え
・
外
壁
・
水
廻
り
工
事
な

ど
次
の
経
費
は
補
助
対
象
経
費
に
該
当

し
ま
せ
ん

・
外
構
、
車
庫
、
倉
庫
な
ど
の
改
修

工
事
に
要
す
る
経
費

・
家
具
（
構
造
上
家
屋
と
一
体
に
な

っ
て
い
る
も
の
を
除
く
）、
家
電

製
品
そ
の
ほ
か
の
物
品
の
購
入
及

び
そ
の
設
置
に
要
す
る
経
費

・
そ
の
ほ
か
市
長
が
補
助
対
象
経
費

と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認

め
る
経
費

補
助
率
及
び
上
限
額

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

で
上
限
30
万
円
（
売
買
契
約
を
締

結
し
た
40
歳
未
満
又
は
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
は
上
限
50
万
円
）

※　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
は
、
現
に

浜
田
市
に
住
所
の
な
い
人
で
市
外

に
５
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る

人
、
又
は
浜
田
市
に
転
入
さ
れ
て

１
年
以
内
で
そ
れ
ま
で
の
間
、
市

外
に
５
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い

た
人
を
言
い
ま
す
。

※　
補
助
申
請
は
、
申
請
者
１
人
あ

た
り
１
回
及
び
１
物
件
あ
た
り
１

回
の
み
と
な
り
ま
す
。

※　
売
買
若
し
く
は
賃
貸
借
の
契
約

の
相
手
方
が
３
親
等
内
で
あ
る
場

合
は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※　
申
請
方
法
や
添
付
資
料
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
先
・
問
合
せ

政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推
進
係

☎
�
９
２
０
０

図
面
や
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
市
役
所
北
分
庁
舎

建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
先
・
問
合
せ

建
築
住
宅
課
指
導
係

☎
�
９
６
３
２

　
市
で
は
、
新
築
な
ど
を
し
た
住
宅

に
対
す
る
各
種
助
成
制
度
を
行
っ
て

い
ま
す
。

石
州
瓦
・
く
ん
え
ん
木
材
を
使
っ
た

新
築
住
宅
へ
の
助
成

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
で
屋
根
材
と
し
て
石
州
瓦
を
利

用
し
、
４
月
１
日
以
後
に
屋
根
の

工
事
に
着
工
し
、
平
成
31
年
３
月

31
日
ま
で
に
完
了
す
る
住
宅
で
あ

る
こ
と

②
屋
根
面
積
が
80
㎡
以
上
で
あ
る
こ

と
③
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　
要
件
を
満
た
す
住
宅
で
柱
材
に

「
石
州
く
ん
え
ん
木
材
」
を
利
用

す
る
場
合
に
は
、
石
州
瓦
の
助
成

額
に
加
算
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
額

○
石
州
瓦

　
屋
根
面
積
１
㎡
あ
た
り
５
０
０
円

（
上
限
５
万
円
）

○
石
州
く
ん
え
ん
木
材

　
石
州
く
ん
え
ん
木
材
の
柱
１
本
あ

た
り
１
０
０
０
円（
上
限
７
万
円
）

申
請
期
限　

○
新
築
の
場
合
は
棟
上
日
ま
で

○
屋
根
替
え
の
場
合
は
工
事
着
工
日

ま
で

県
産
木
材
を
生
か
し
た
木
造
住
宅
づ

く
り
支
援
事
業

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
で
、
㈳
島
根
県
木
材
協
会
の

「
県
産
木
材
を
生
か
し
た
木
造
住

宅
づ
く
り
支
援
事
業
」
の
適
用
を

受
け
、
新
築
・
購
入
・
増
改
築
を

す
る
こ
と

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

補
助
額　
住
宅
の
構
造
材
に
使
用
す

る
県
産
木
材
１
㎥
あ
た
り
１
万
円

（
た
だ
し
、
住
宅
の
新
築
・
購
入

に
つ
い
て
は
１
戸
あ
た
り
上
限

12
万
円
、
増
改
築
に
つ
い
て
は
上

限
６
万
円
）

申
請
期
限　

○
新
築
・
増
改
築
の
場
合
は
屋
根
工

事
着
工
前
ま
で

○
購
入
の
場
合
は
住
宅
の
売
買
契
約

締
結
後
速
や
か
に

共
通
要
件

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
市
役
所
産
業
政
策

課
及
び
各
支
所
産
業
建
設
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
先　

・
市
役
所
本
庁
舎
４
階
産
業
政
策
課

・
各
支
所
産
業
建
設
課

問
合
せ　
産
業
政
策
課
産
業
企
画
係

☎
�
９
５
０
０

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

空
き
家
の
改
修
経
費
を
補
助

し
ま
す

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
の
多
世
代

同
居
を
目
的
と
し
た
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
の
費
用
を
補
助
し
ま
す

浜
田
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
応
援

し
ま
す

新
築
住
宅
な
ど
へ
助
成
し
ま

す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
設
置
を
助
成
し
ま
す
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　
県
知
事
か
ら
任
命
を
受
け
た
調
査

員
が
、
５
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
製
造
業

を
営
む
全
て
の
事
業
所
を
訪
問
し
、

従
業
者
数
や
業
務
の
内
容
、
構
内
事

業
所
の
有
無
な
ど
を
伺
う
準
備
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
調
査
の
対
象
と
な
る

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
は
、
調
査
票
を

お
配
り
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
回
答
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
情
報
政
策
課
統
計
企
画
係

☎
�
９
１
２
０

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
無
期
転
換

ル
ー
ル
」
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す

る
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
ご
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

無
期
転
換
ル
ー
ル
緊
急
相
談
ダ
イ
ヤ

ル☎
０
５
７
０
‐
０
６
９
２
７
６

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
月
～
金
曜
日
）

※　
上
記
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
発
信
地
域

か
ら
最
寄
り
の
労
働
局
へ
つ
な
が

り
ま
す
。

※　
通
話
料
は
発
信
者
負
担
と
な
り

ま
す
。

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
概
要
や
制
度

導
入
の
ポ
イ
ン
ト
、
支
援
策
な
ど
を

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
有

期
契
約
労
働
者
の
無
期
転
換
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は

　
「
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
の
有

期
労
働
契
約
期
間
が
同
一
の
事
業
主

と
の
間
で
更
新
さ
れ
て
、
通
算
５
年

を
超
え
た
有
期
契
約
労
働
者
が
、
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期

労
働
契
約
）
へ
の
申
込
を
し
た
場

合
、
事
業
主
は
当
該
申
込
を
承
諾
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
無
期
労
働
契

約
に
転
換
さ
れ
る
ル
ー
ル
」
で
す
。

（
労
働
契
約
法
第
18
条
）

問
合
せ

　
島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
８
５
２
�
１
１
６
１

　
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
利

用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、
軽
自
動
車
税
を

減
免
し
ま
す
。
減
免
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
期
間
中
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い

た
人
に
は
、
平
成
30
年
度
の
軽
自
動

車
税
納
税
通
知
書
に
減
免
の
案
内
文

を
同
封
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

減
免
申
請
期
間

５
月
10
日
㈭
～
31
日
㈭

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

又
は
療
育
手
帳

・
運
転
免
許
証

・
減
免
を
受
け
る
車
両
の
自
動
車
検

査
証
（
車
検
有
効
期
限
内
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
２
５
０
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
は
不
要
で
す
。）

※　

減
免
の
要
件
や
申
請
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ

・
税
務
課
税
制
係　
☎
�
９
２
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
め

た
人
に
、
口
座
引
き
落
と
し
確
認

後
、
６
月
中
旬
に
車
検
用
の
納
税
証

明
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

納
税
証
明
書
を
送
付
す
る
の
は

車
検
が
必
要
な
車
種
の
み
で
す
。

２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
や
小
型
特

殊
自
動
車
な
ど
は
対
象
外
で
す
の

で
、
納
税
証
明
書
の
送
付
は
行
い
ま

せ
ん
。

問
合
せ　

税
務
課
税
制
係　
☎
�
９
２
３
０

　
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
　
　

　
ま
た
、
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

場
合
は
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
発
送
日　
５
月
１
日
㈫

納
付
場
所
・
方
法　

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
県
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、

ペ
イ
ジ
ー
納
付
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録

さ
れ
た
自
動
車
で
、
低
燃
費
及
び
排

出
ガ
ス
性
能
が
一
定
の
基
準
を
満
た

す
自
動
車
は
、
そ
の
満
た
す
基
準
に

応
じ
て
、
平
成
30
年
度
の
税
額
が
約

75
％
又
は
50
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
11
年

経
過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
及
び
13
年

経
過
し
た
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車

は
、税
額
が
約
15
％
（
バ
ス・ト
ラ
ッ

ク
な
ど
は
約
10
％
）
加
算
（
重
課
）

さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

島
根
県
西
部
県
民
セ
ン

タ
ー
不
動
産
・
自
動
車
課
税
課

☎
�
５
５
２
１

　
育
児
の
不
安
や
産
後
の
体
調
不
良

が
あ
る
場
合
、
授
乳
に
つ
い
て
の
不

安
や
産
後
の
疲
れ
が
あ
る
場
合
に
利

用
で
き
ま
す
。

対
象　
出
産
後
３
か
月
未
満
の
お
母

さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

内
容　

委
託
助
産
師
が
乳
房
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
お
っ
ぱ
い
の
ケ
ア

や
お
母
さ
ん
の
体
や
心
に
つ
い
て

の
相
談
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

種
類　

　
①
通
所
型
（
助
産
院
に
通
所
）

　
②
訪
問
型
（
家
庭
へ
訪
問
）

利
用
料
金　
１
回
半
日
（
お
お
む
ね

２
時
間
）　　
　
　

１
０
０
０
円

（
非
課
税
世
帯　
　
５
０
０
円
）

（
生
活
保
護
世
帯　
　
　
無
料
）

利
用
回
数　
４
回
ま
で
（
同
日
午
前

午
後
と
２
回
連
続
使
用
も
可
能
）

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

・
市
役
所
本
庁
舎
子
育
て
支
援
課

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係　
☎
�
９
３
３
１

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１
歳

以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

日
程　
６
月
７
日
㈭

受
付　
午
後
１
時
10
分
～
１
時
30
分

場
所　
旭
保
健
セ
ン
タ
ー
（
今
市
公

民
館
）

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代
を

含
む
）

※　
タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ　

旭
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

☎
�
１
４
３
５　

　
市
で
は
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予

防
接
種
の
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

接
種
期
間　
平
成
31
年
３
月
30
日
㈯

ま
で

実
施
医
療
機
関　
次
ペ
ー
ジ
の
個
別

接
種
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

乳
幼
児
な
ど
の
定
期
予
防
接
種

予
防
接
種
の
種
類
な
ど　
次
ペ
ー
ジ

の
定
期
予
防
接
種
一
覧
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

料
金　
無
料

※　
対
象
年
齢
・
接
種
間
隔
な
ど
を

は
ず
れ
て
接
種
す
る
と
料
金
が
必

要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　
母
子
手
帳

注
意
事
項

・
子
ど
も
の
健
康
状
態
と
対
象
年
齢

な
ど
を
確
認
し
て
、
個
別
接
種
医

療
機
関
へ
必
ず
事
前
に
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
平
成
25
年
６
月
か
ら
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
積
極

的
に
勧
め
て
い
ま
せ
ん
。
接
種
に

あ
た
っ
て
は
、
有
効
性
と
リ
ス
ク

を
理
解
し
た
上
で
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
相
談

係　
☎
�
９
３
３
１

・ 

各
支
所
市
民
福
祉
課

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種

対
象

①
平
成
31
年
３
月
末
ま
で
に
次
の
年

齢
に
な
る
市
民

・
65
歳
（
昭
和
28
年
４
月
２
日
～

昭
和
29
年
４
月
１
日
生
）

・
70
歳
（
昭
和
23
年
４
月
２
日
～

昭
和
24
年
４
月
１
日
生
）

・
75
歳
（
昭
和
18
年
４
月
２
日
～

昭
和
19
年
４
月
１
日
生
）

・
80
歳
（
昭
和
13
年
４
月
２
日
～

昭
和
14
年
４
月
１
日
生
）

・
85
歳
（
昭
和
８
年
４
月
２
日
～

昭
和
９
年
４
月
１
日
生
）

・
90
歳
（
昭
和
３
年
４
月
２
日
～

昭
和
４
年
４
月
１
日
生
）

・
95
歳
（
大
正
12
年
４
月
２
日
～

大
正
13
年
４
月
１
日
生
）

・
100
歳
（
大
正
７
年
４
月
２
日
～

大
正
８
年
４
月
１
日
生
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能

障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
相
当
の
市
民

※　
こ
れ
ま
で
に
１
度
で
も
23
価
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
人
は
定
期
接
種
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

接
種
回
数　
１
回

接
種
料
金　
３
０
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

持
参
す
る
も
の　
保
険
証
（
住
所
・

生
年
月
日
な
ど
を
証
明
す
る
も

の
）、
免
除
証
明
書
（
必
要
な
人

の
み
）、
身
体
障
害
者
手
帳
（
必

要
な
人
の
み
）

注
意
事
項　

・
予
防
接
種
の
効
果
や
副
反
応
な
ど

を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
接
種
す

る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
く
だ
さ

い
。

・
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
主
に
入

院
治
療
や
高
度
な
医
療
を
必
要
と

す
る
人
を
主
体
に
対
応
す
る
中
核

病
院
で
す
。
予
防
接
種
は
、
で
き

る
だ
け
市
内
の
か
か
り
つ
け
医
で

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

・
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予
防
係

☎
�
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

し
て
い
ま
す
。
助
成
対
象
者
に
は
、

１
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
に
助
成
券
を

送
付
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
の
あ
る
１
歳

児
期
間　
平
成
31
年
３
月
30
日
㈯
ま
で

助
成
金
額　
１
回
分　

４
０
０
０
円

※　
自
己
負
担
額
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
予
約
の
際
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関　
次
ペ
ー
ジ
の
個
別

接
種
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
相
談

係　
☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

ト
バ
ン
キ
ン
グ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン

キ
ン
グ
、
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
）、
パ
ソ
コ
ン・ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付

問
合
せ　
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー

収
納
管
理
課　
☎
�
５
５
２
２

産

業

地
域
活
性
化

税
務
・
納
税

子

育

て

健
康
・
福
祉

無
期
転
換
ル
ー
ル
緊
急
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す

６
月
１
日

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

口
座
振
替
利
用
者
の
車
検
用
の

納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
の

お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
㈭
で
す

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
税
制

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施

し
ま
す

産
後
ケ
ア
事
業
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予
防
接

種
に
対
し
て
助
成
し
ま
す

定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
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定期予防接種一覧
ワクチン名 対象者　　 標準的な接種回数・接種間隔

Ｂ型肝炎 １歳未満
３回（生後２か月～９か月で接種）
※　27日以上の間隔をあけて２回接種し、１回目接種

から139日以上（２回目接種から６日以上）の間隔
をあけて１回接種してください。

ヒブ

【標準的な接種開始期間】
初回接種開始が、
生後２か月～７か月未満

初回３回（１歳未満で接種）・追加１回
※　27日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回終了

後７か月～１年１か月あけて１回接種してください。
初回接種開始が、
生後７か月～１歳未満

初回２回（１歳未満で接種）・追加１回
※　27日～56日の間隔をあけて２回接種し、２回終了

後７か月～１年１か月あけて１回接種してください。
初回接種開始が、１歳～５歳未満 １回

小児用肺炎球菌

【標準的な接種開始期間】
初回接種開始が、
生後２か月～７か月未満

初回３回（１歳未満で接種）
追加１回（１歳～１歳３か月で接種）
※　27日以上の間隔をあけて３回接種し、３回終了後

60日以上あけて１回接種してください。

初回接種開始が、
生後７か月～１歳未満

初回２回（１歳未満で接種）
追加１回（１歳以上で接種）
※　27日以上の間隔をあけて２回接種し、２回終了後

60日以上あけて１回接種してください。

初回接種開始が、１歳～２歳未満 ２回　
※　60日以上の間隔をあけて２回接種してください。

初回接種開始が、２歳～５歳未満 １回
ジフテリア
百日せき
破傷風
ポリオ
①又は②を接種

①４種混合
（ ジフテリア・百日せ
き・破傷風・ポリオ） 生後３か月～７歳半未満

初回３回・追加１回
※　20日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回接種

後１年～１年半あけて１回接種してください。
※　ポリオ生ワクチンをこれまで接種した場合、接種

回数が変わります。主治医に相談してください。②不活化ポリオ
ＢＣＧ（小児結核） １歳未満 １回（生後５か月～８か月で接種）

ＭＲ（麻しん・風しん）
第１期　１歳～２歳未満
第２期　保育所・幼稚園の年長児

相当（H24.4.2～H25.4.1生まれ）
第１期　１回
第２期　１回

水痘
１歳～３歳未満
※　水痘に罹患した人は、接種対

象外になります。

２回
※　１回目は１歳から１歳３か月までに接種し、２回

目は１回目終了後、６か月～１年あけて接種してく
ださい。

日本脳炎

【標準的な接種】
第１期　３歳～７歳半未満
第２期　９歳～13歳未満
【特例】　積極的勧奨差し控えに
より接種機会を逃した人

第１期　初回２回・追加１回
※　６日～28日の間隔をあけて２回接種し、２回接種

後１年あけて１回接種してください。
第２期　１回
特例　接種については主治医に相談してください。

ＤＴ（ジフテリア・破傷風） 小学校６年生相当
（H18.4.2～H19.4.1生まれ） １回

子宮頸がん予防ワクチン 中学校１年生相当～高校１年生相
当の女子（H14.4.2～H18.4.1生まれ）

　ワクチンは２種類あります。どちらかを選び、同じ
ワクチンを３回接種してください。

個別接種医療機関

医療機関名
乳幼児など定期任意予防接種 高齢者肺炎球菌

Ｂ肝 ヒブ 小児用
肺炎球菌 ４種 ポリオ ＢCG MR 水痘 日本

脳炎 DT 子宮
頸がん おたふく 可否 通院・入院

患者のみ 予約１期 ２期
池田ひ尿器科皮ふ科医院
朝日町　　☎�５３５３ ○ ○
うのピアノクリニック
宇野町　　☎�１９１１ ○ ○ ○ ○
江木医院
片庭町　　☎�１１８１ ○
大石内科医院
黒川町　　☎�０３１３ ○ ○ ○
岡本胃腸科内科医院
長沢町　　☎�５５５５ ○ ○ ○ ○ ○
沖田内科医院
蛭子町　　☎�０７６７ ○
沖田病院
殿町　　　☎�１５５５ ○ ○
笠田医院
牛市町　　☎�１６２１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小池医院
日脚町　　☎�１０２０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●は、中学生までが対象です。　△は、２期のみです。

医療機関名
乳幼児など定期任意予防接種 高齢者肺炎球菌

Ｂ肝 ヒブ 小児用
肺炎球菌 ４種 ポリオ ＢCG MR 水痘 日本

脳炎 DT 子宮
頸がん おたふく 可否 通院・入院

患者のみ 予約１期 ２期
さいとう小児科内科医院
朝日町　　☎�０２２８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さかね内科
殿町　　　☎�２２３４ ○ ○ ○ ○ ○
さわだこどもクリニック
国分町　　☎�３７７７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
島田病院
殿町　　　☎�２５１１ ○ ○
すみれ小児科
熱田町　　☎�１００６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険大麻診療所
西村町　　☎�００１４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心療内科田中クリニック
長沢町　　☎�１６５０ ○ ○
中村医院
片庭町　　☎�１１８３ ○ ○ ○ ○
中村胃腸科内科医院
笠柄町　　☎�８０００ ○ ○
中村呼吸器内科医院
内村町　　☎�４５９３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村整形外科
殿町　　　☎�３３２５ ○ ○
西川胃腸科内科医院
相生町　　☎�０１００ ○ ○
西川病院
港町　　　☎�２３９０ ○ ○ ○
能美クリニック
天満町　　☎�３２３１ ○ ○
浜田医療センター（小児科）
浅井町　　☎�０５０５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○
半田医院
港町　　　☎�０２８８ ○ ○
真鍋医院
国分町　　☎�００３１ ○ ○ ○ ○
丸山内科クリニック
相生町　　☎�１１１５ ○
都医院
治和町　　☎�０１００ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
彌重内科眼科医院
高田町　　☎�１５２７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
やすぎクリニック
下府町　　☎�１９１１ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院
熱田町　　☎�０６８８ ○ ○ ○ ○ ○ ○
金城沖田医院
金城町七条　☎�１８００ ○ ○
国民健康保険波佐診療所
金城町波佐　☎�０００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険あさひ診療所
旭町丸原　☎�０００２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
酒井外科内科医院
旭町今市　☎�０２２２ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険弥栄診療所
弥栄町木都賀☎�５００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
寺井医院
三隅町三隅　☎�００３８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村医院
三隅町三隅　☎�００２１ ○ △ ○ ○ ○
野上医院
三隅町三隅　☎�００３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院三隅分院
三隅町岡見　☎�４３４３ ○ ○ ○ ○
びおら小児科
江津市　☎0855�5355 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上田医院
邑南町　☎0855�0070 ○ ○
※　定期予防接種は、市内の医療機関で接種するのが原則です。入院・入所や里帰りなどのため、浜田市を長期間離れ市

内の医療機関で接種ができない場合は、接種前に連絡してください。
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乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人及

びクーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター

☎�７７００
申込受付時間　14：00～16：00

実施期間
５月１日㈫～平成31年２月28日㈭
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14：30～15：00
検査時間　15：00～17：00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社　☎�７４４２

実施日 受付時間 会　場
浜
田

５月19日㈯
（休日検診）

　9：00～11：30 浜田市役所第２東分庁舎13：00～15：00

金
城

５月１日㈫ 9：00～10：00 くざ会館
10：30～11：30 おぐに会館

５月９日㈬

9：00～10：00 みまた会館
10：30～11：30 ふれあい会館
13：00～14：00 ときわ会館
14：30～16：00 みどりかいかん

旭 ５月７日㈪
9：00～11：30 旭保健センター

13：30～14：30 重富生活改善センター
15：00～16：00 都川高齢者活動促進センター

弥
栄 ５月１日㈫ 13：00～14：30 弥栄会館

15：00～16：00 弥栄老人福祉センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）

を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田

５月16日㈬ 9：00～10：00 石見公民館
13：00～13：15 石見公民館細谷分館

５月17日㈭
9：00～10：00 国府公民館

11：15～11：30 宇野東児童館
13：15～13：30 石見公民館宇津井分館

５月21日㈪
8：30～　9：00 日脚児童館

10：00～11：00 美川公民館
13：00～13：30 櫟田原公民館

５月22日㈫
8：00～　9：00 久代公民館

10：30～11：30 上府三宅集会所
13：30～14：00 国府公民館有福分館

金
城

５月24日㈭
8：00～　9：00 ときわ会館

10：00～11：00 おぐに会館
13：00～13：30 くざ会館

５月31日㈭
8：00～　9：00 みどりかいかん

10：00～11：00 ふれあい会館
13：00～13：30 みまた会館

弥
栄 ５月28日㈪ 8：00～　9：00 弥栄会館

10：00～10：30 弥栄老人福祉センター

三
隅

５月28日㈪ 11：00～11：15 黒沢公民館
13：30～14：00 白砂公民館

５月29日㈫ 8：30～　9：00 岡見公民館
10：00～11：00 三隅保健センター

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。

【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳以上（平成11年４月１日以前生まれ）の女性
※　HPV検査の結果により受診間隔に違いがあります。

実施期間 ５月１日㈫～平成31年２月28日㈭

実施場所

江木医院　☎�１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００（要予約）
予約受付時間　14：00～16：00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　　9：00～　9：30
検査時間　10：00～

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

浜
田

５月18日㈮

9：00～　9：15 日脚児童館
9：50～10：20 美川公民館

10：50～11：00 美川公民館西分館
11：30～11：40 櫟田原公民館

５月19日㈯
（休日検診）

9：30～11：30 浜田市役所第２東分庁舎13：00～14：30

５月22日㈫

9：00～　9：30 ラ・ペアーレ浜田
10：00～10：30 石原集会所
11：00～11：15 福井集会所
13：00～13：30 石見公民館
14：30～14：45 生湯町４町内集会所

５月24日㈭

9：30～　9：40 石見公民館宇津井分館
10：15～10：30 宇野東児童館
11：00～11：15 国府公民館有福分館
13：00～13：15 国分自治会館
13：45～14：00 久代公民館
14：30～14：45 国府公民館

金
城 ５月23日㈬

9：00～　9：15 ときわ会館
9：45～10：00 おぐに会館

10：45～11：00 くざ会館
11：20～11：35 ふれあい会館
13：30～14：00 みどりかいかん
14：30～14：45 みまた会館

旭 ５月17日㈭

9：00～　9：30 都川高齢者活動促進センター
10：00～10：20 市木生活改善センター
11：00～11：20 重富生活改善センター
11：40～12：00 木田生活改善センター
13：15～14：15 旭保健センター

弥
栄 ５月18日㈮ 13：15～13：45 弥栄老人福祉センター

14：15～14：45 弥栄会館

　浜田市の脳卒中死亡は減少傾向にありますが、県平
均より多い状況です。特に壮年期（40～64歳）の女性
は、県より1.8倍も多い状況となっています。また、
脳卒中は要介護や寝たきりの主要な原因の１つです。
　では、どのように予防すればいいのでしょうか。
日本脳卒中協会から「脳卒中予防10か条」（右表）と
してまとめられていますので参考にしてください。
脳卒中は次の様な症状が現れます
・頭が急に痛くなる
・意識がもうろうとする　　
・顔の半分と左右どちらかの手足の感覚がおかしい
・左右どちらかの目が見えにくくなる
・言葉が出てこない、又はろれつが回らない
　おかしいな？と思ったら様子をみようとは考えず、

直ちに救急車を呼び病院へ行くことが大切です。
脳卒中予防10か条

1 手始めに　高血圧から　治しましょう
2 糖尿病　放っておいたら　悔い残る
3 不整脈　見つかり次第　すぐ受診
4 予防には　タバコを止める　意志をもて
5 アルコール　控えめは薬　過ぎれば毒
6 高すぎる　コレステロールも　見逃すな
7 お食事の　塩分・脂肪　控えめに
8 体力に　合った運動　続けよう
9 万病の　引き金になる　太りすぎ
10 脳卒中　起きたらすぐに　病院へ

番外編 お薬は　勝手にやめずに　相談を

問合せ　旭支所市民福祉課　☎�１４３５

　
県
で
は
、「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

式
典
に
県
遺
族
代
表
と
し
て
参
列
す

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
次
に
該
当
す
る
県
内
在
住
者

⑴　
日
華
事
変
（
昭
和
12
年
７
月
７

日
）
以
降
の
軍
人
・
軍
属
な
ど
戦

没
者
の
遺
族

⑵　

戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶

者
、子
、父
母
、兄
弟
姉
妹
、孫
、

甥
姪
、
曽
孫
、
子
・
兄
弟
姉
妹
・

孫
又
は
甥
姪
の
配
偶
者
、
18
歳
未

満
の
遺
族
と
そ
の
保
護
者

⑶　
健
康
状
態
が
良
好
で
、
２
日
間

の
団
体
行
動
に
耐
え
ら
れ
る
人

（
介
助
者
な
し
で
行
動
で
き
る
人
）

※　
こ
れ
ま
で
に
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人
を

優
先
し
ま
す
。

※　
戦
没
者
１
人
に
つ
き
１
人
の
参

列
を
原
則
と
し
ま
す
（
18
歳
未
満

の
遺
族
と
そ
の
保
護
者
が
参
列
す

る
場
合
を
除
く
）。

日
程　
８
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬

式
典
開
催
日　
８
月
15
日
㈬

場
所　
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代

田
区
）

参
加
費　
松
江
市
を
起
点
と
し
た
東

京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿
泊
費
は

定
額
助
成
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の

費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
５
月
30
日
㈬

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
地
域
福

祉
課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。

※　
島
根
県
遺
族
連
合
会
会
員
は
、

申
し
込
む
前
に
必
ず
各
支
部
に
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
市
役
所
地
域
福
祉
課
地
域

福
祉
係
、
又
は
各
支
所
市
民
福
祉

課
選
考
方
法　
続
柄
・
年
齢
な
ど
を
考

慮
の
上
、
県
が
選
考
し
ま
す
（
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※　
参
列
は
、
島
根
県
遺
族
連
合
会

が
主
催
す
る
旅
行
団
が
実
施
し
、

集
合
か
ら
解
散
ま
で
全
て
団
体
行

動
と
な
り
ま
す
。

※　
参
列
者
に
決
定
し
て
か
ら
辞
退

す
る
と
、
時
期
に
よ
っ
て
は
キ
ャ

ン
セ
ル
料
を
支
払
っ
て
も
ら
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課
援

護
恩
給
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
８
５
２
�
５
２
４
０

　
毎
年
５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」、
５
月
12
日
か
ら

18
日
ま
で
の
一
週
間
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
地
域
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
「
活

動
強
化
週
間
」
で
す
。

　
活
動
強
化
週
間
に
は
、
全
国
各
地

で
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
、
浜
田
市

民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
取
組

の
一
環
と
し
て
市
庁
舎
正
面
に
Ｐ
Ｒ

懸
垂
幕
を
掲
揚
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応

じ
、
各
種
制
度
の
紹
介
や
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
行
政

や
専
門
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
地
域

の
実
情
に
即
し
た
福
祉
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
生
活
上
の
心
配
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
担
当
地
区
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
�
９
３
０
０

　６月以降のがん検診日程は、「平成30年度各種健
（検）診日程表」をご覧ください。
　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種が
ん検診を、無料で受診することができます。がん検
診受診の際は、本人確認ができるもの（健康保険証・
運転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診される場合は、

２回目以降全額負担となります。
問合せ　地域医療対策課保健予防係　☎�９３１１

５月各種がん検診の日程

脳卒中を予防しよう
～予防の決め手は生活習慣と症状が現れたときの早期受診！～

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

開
催
さ
れ
ま
す

５
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

強
化
週
間
で
す

健 康 コラムコラム
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
健

康
の
保
持
増
進
と
病
気
の
早
期
発
見

を
目
的
と
し
て
「
一
日
外
来
人
間

ド
ッ
ク
」
を
受
け
る
人
に
助
成
を
行

い
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴　
平
成
30
年
５
月
１
日
現
在
、
浜

田
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
（
昭
和
18
年
５
月
２
日
以

降
生
ま
れ
の
人
）

⑵　
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な

い
こ
と

※　
受
診
日
当
日
に
ほ
か
の
健
康
保

険
（
後
期
高
齢
者
医
療
を
除
く
）

に
加
入
さ
れ
た
場
合
は
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※　
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ

る
の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
一
日
外
来
人
間
ド
ッ
ク
、
脳

ド
ッ
ク
及
び
浜
田
市
の
巡
回
人
間

ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
１
つ
と
な
り

ま
す
。

受
診
場
所
及
び
募
集
定
員

①
市
内
医
療
機
関　

１
０
０
人

②
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診
セ
ン

タ
ー　

２
０
０
人

受
診
期
間　
７
月
～
平
成
31
年
２
月

検
査
内
容　

身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
血
液
検
査
・
心
電
図
・
消
化

器
検
査
・
腹
部
超
音
波
検
査
・
便

潜
血
検
査　
な
ど

自
己
負
担
金　
８
０
０
０
円

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診
希

望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・
③
性

別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連
絡
先
電

話
番
号
を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
は
が
き
１
枚
で
１
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

※　
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

医
療
保
険
課　
「
国
保
人
間
ド
ッ

ク
」
係

申
込
期
限　
５
月
14
日
㈪
必
着

 （裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市医療保険課

「国保人間ドック」係

　
市
で
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
感
覚
を
育
ん

で
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

や
グ
ル
ー
プ
、
職
場
な
ど
に
お
い
て

人
権
・
同
和
教
育
研
修
を
繰
り
返
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
主
催
さ
れ
る
人
権
・
同
和

教
育
研
修
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
内
在
住
・
在
勤
又
は

在
学
さ
れ
て
い
る
、
お
お
む
ね
10

人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
自
治
会
や

事
業
所
、
学
校
な
ど
の
各
種
団
体

開
催
会
場　
市
内
に
限
り
ま
す
。

※　
会
場
の
手
配
は
、
主
催
者
側
で

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
時　
原
則
と
し
て
平
日

※　
土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
な
ど
に

開
催
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

研
修
時
間　
60
～
90
分
程
度

研
修
内
容　
研
修
を
開
催
さ
れ
る
皆

さ
ん
の
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

人
権
一
般
を
は
じ
め
具
体
的
な
人

権
課
題
に
即
し
、
親
し
み
や
す
く

分
か
り
や
す
い
テ
ー
マ
や
方
法
で

行
い
ま
す
。

講
師　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
指
導
主
事

講
師
派
遣
経
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
相
談
し
く
だ
さ

い
。日
程・内
容
な
ど
を
調
整
後
、

申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー　

☎
�
９
１
６
０

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
、
本
市

の
期
待
と
名
誉
を
担
っ
て
全
国
大
会

及
び
国
際
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を

意
図
と
し
て
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
県
又
は
県
単
位
以
上
の
地
域
の
代

表
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
全

国
大
会
に
出
場
す
る
人
（
た
だ

し
、
予
選
又
は
選
抜
を
経
て
全
国

規
模
で
実
施
さ
れ
る
競
技
大
会
に

限
る
。）

・
国
際
大
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
代

表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

必
要
書
類

・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
関
す
る
届

出
・
全
国
大
会
要
項

・
全
国
大
会
出
場
参
加
者
名
簿
（
参

加
者
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

現
時
点
で
の
年
齢
が
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
）

・
市
の
予
選
大
会
以
上
の
結
果
又
は

選
考
会
を
経
た
こ
と
が
わ
か
る
も

の
申
込
先
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
�
９
７
２
１

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活
の

中
の
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
て
き
め
細
や
か
な
支
援
を
す
る
た

め
に
、
市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん

で
す
。　

　
法
務
局
職
員
と
共
に
人
権
相
談
を

実
施
し
た
り
、
人
権
尊
重
の
理
念
を

住
民
に
広
め
る
た
め
、
学
習
会
の
開

催
、
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど
、
地
域

に
密
着
し
た
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
人
権
相
談
は
無
料
で
、
各
自
治
区

で
受
け
て
お
り
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

浜
田

日
時　
毎
週
水
曜
日　
午
前
10
時
～

正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
相

談
室　

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

寺
田　
恭
子
（
朝
日
町
）

坂
野　
昭
憲
（
黒
川
町
）

羽
野　
瑞
枝
（
黒
川
町
）

松
山
レ
イ
子
（
竹
迫
町
）

金
本　
孝
惠
（
熱
田
町
）

村
井　
　
勉
（
日
脚
町
）

其
原　
繁
広
（
内
田
町
）

石
田　
啓
真
（
下
府
町
）

佐
々
木
千
恵
美
（
下
有
福
町
）

金
城

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

古
城　
　
護
（
金
城
町
久
佐
）

森
内　
純
子
（
金
城
町
七
条
）

竹
田　
　
聰
（
金
城
町
小
国
）

旭　
　
　

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

上
野　
壽
友
（
旭
町
今
市
）

日
ノ
原
勝
惠
（
旭
町
都
川
）

弥
栄

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

金
高　
梅
子
（
弥
栄
町
稲
代
）

王
子　
幸
子
（
弥
栄
町
木
都
賀
）

三
隅

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

桑
原　
　
徹
（
三
隅
町
折
居
）

石
川　
朝
子
（
三
隅
町
三
隅
）

井
上　
範
子
（
三
隅
町
三
隅
）

※　
金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
の
日

時
・
場
所
に
つ
い
て
は
不
定
期
で

す
の
で
、『
広
報
は
ま
だ
』
付
属

の｢

は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー　
☎
�
９
１
６
０

い
き
い
き
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
昼
食
の
確
保
が
困
難
な
人
に
、
高

齢
者
向
け
の
お
弁
当
を
ご
自
宅
に
配

達
し
ま
す
。
併
せ
て
安
否
確
認
を
行

い
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
で
次

に
該
当
す
る
人

⑴　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
又
は
障
が

い
者
の
み
の
世
帯
の
人

⑵　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い

者
の
み
の
世
帯
の
人

利
用
料

・
弁
当　
　
　
　

１
食　

４
０
０
円

・
お
か
ず
の
み　

１
食　

３
２
０
円

緊
急
通
報
装
置
（
サ
ス
ケ
）

　
緊
急
時
に
、
固
定
電
話
に
接
続
し

た
緊
急
通
報
装
置
又
は
ペ
ン
ダ
ン
ト

型
発
信
機
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
サ
ス

ケ
セ
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
ま
す
。
状

況
に
よ
っ
て
、
近
所
の
協
力
員
（
事

前
に
登
録
が
必
要
）・
地
区
の
民
生

委
員
や
消
防
署
な
ど
に
連
絡
し
ま

す
。
サ
ス
ケ
セ
ン
タ
ー
は
24
時
間

３
６
５
日
稼
働
し
て
い
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
で
次

に
該
当
す
る
人

⑴　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
又
は
障
が

い
者
の
み
の
世
帯
の
人

⑵　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い

者
の
み
の
世
帯
の
人

利
用
料　
１
か
月　

９
７
２
円

（
85
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

は
５
０
０
円
）

※　
利
用
者
の
不
注
意
で
機
器
が
破

損
し
た
場
合
の
修
理
代
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

・
健
康
長
寿
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

係　
☎
�
９
３
２
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

は
が
き
記
入
例

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行

い
ま
す
。

※　
平
成
29
年
度
に
一
日
外
来
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

人
を
優
先
し
ま
す
。
抽
選
の
結
果

は
、
５
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　
医
療
保
険
課
国
保
係　
　

☎
�
９
４
１
０

保
険
・
医
療

年

金

人

権

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

有

料

広

告

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
存
知
で
す
か
？

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
「
一
日
外
来

人
間
ド
ッ
ク
」

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で

す
か

人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
大
会
以
上

の
大
会
に
出
場
す
る
人
に
激

励
金
を
交
付
し
ま
す
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伝 言 板
まちかど

日
時　
５
月
１
日
㈫
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
曜
日

日
時　
５
月
２
日
㈬
～
31
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
石
州
和
紙
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

　
☎
�
４
１
７
０

日
時　
５
月
３
日
㈷
～
６
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　
石
州
和
紙
会
館　
工
房

内
容　
紙
漉
き
な
ど
日
替
わ
り
で
も

の
づ
く
り
を
体
験

料
金　
紙
漉
き
体
験　
５
４
０
円
～

　
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー　
　

８
０
０
円な

ど

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

　
☎
�
４
１
７
０

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
金
城
歴
史
民
俗
資
料
館

料
金　
大
人　
　

３
０
０
円

　
　
　
中
学
生　

１
０
０
円

　
　
　
小
学
生　
　

６
０
円

（
25
人
以
上
の
団
体
割
引
あ
り
）

問
合
せ　
西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

　
☎
０
９
０-
４
６
９
７-

２
８
１
８

対
象　
小
学
生
以
下

日
時　
５
月
21
日
㈪
～
７
月
23
日
㈪

毎
週
月
曜
日　
午
後
７
時
～
９
時

（
延
10
回
）

場
所　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　
先
着
15
人
程
度

料
金　
１
５
０
０
円（
保
険
料
込
み
）

申
込
み　
申
込
書
と
参
加
料
を
石
見

海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
�
２
２
３
１

対
象　
18
歳
以
上

日
時　
９
月
初
旬
～
平
成
31
年
３
月

下
旬
の
週
末　
午
後
１
時
～
４
時

（
20
回
程
度
の
予
定
）

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
15
人

※　
料
金
な
ど
詳
し
く
は
、
参
加
者

対
象
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

申
込
み　
５
月
31
日
㈭
ま
で
に
開
府

４
０
０
年
推
進
室
開
府
４
０
０
年

推
進
係
へ　
☎
�
９
２
２
８

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
科

入
校
検
定
日　
５
月
17
日
㈭

検
定
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎　
５
階

　
中
会
議
室　

定
員　
12
人

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

１
５
０
０
０
円
程
度
必
要
）

選
抜
方
法　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）
及
び
面
接

訓
練
期
間

　

６
月
１
日
㈮
～
８
月
31
日
㈮

訓
練
場
所　
㈱
ラ
イ
ト　
中
央
支
店

申
込
み　
５
月
９
日
㈬
ま
で
に
入
校

願
い
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

即
戦
力
介
護
科

入
校
検
定
日　
６
月
５
日
㈫

検
定
会
場　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

定
員　
12
人

教室名 日時 定員・料金・備考
ペン習字講座 毎月第３月曜日 14：00～16：00 料金　毎回500円（材料費）
パソコン教室 毎月第１～３土曜日 　9：00～12：00 料金　１か月300円・毎回100円（材料費）

※　パソコン持参
韓国語教室 毎週火曜日 19：00～21：00 料金　１か月3300円
手話教室 毎週金曜日 10：00～12：00 料金　１か月500円
囲碁教室 毎月第２・４土曜日 13：00～17：00 料金　無料
パン教室 毎月第４火曜日

　・第２日曜日 13：00～16：00 定員　各曜日12人　料金　毎回1000円
※　１年間参加できる人

軽スポーツ教室 毎月第２水曜日 17：00～21：00 料金　無料
歌って脳トレ！ 毎月第１・３木曜日 13：30～15：00 定員　40人　料金　毎回300円

申
込
み　
電
話
で
石
見
公
民
館
へ

☎
�
１
３
８
０

日
時　
５
月
15
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
保
健
所

料
金　
無
料

申
込
み　
前
日
ま
で
に
電
話
で
ヘ
ル

ス
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
島
根
へ

　
☎
０
８
５
３
�
８
５
１
０

売却物件
物件番号 H30-1 H30-2
物件名 黒川町市有地 周布町市有地
区分 土地 土地

所在地 黒川町
108番57

周布町
ロ11番２

地目 宅地 雑種地
地積 196.93㎡　 333.00㎡　
最低

売却価格 9,788,000円 2,693,000円

一
般
競
争
入
札

日
時　
６
月
27
日
㈬　
午
後
１
時
以

降
（
時
間
は
後
日
通
知
）

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
４
階
講
堂
Ｃ

※　
参
加
資
格
・
売
却
条
件
・
留
意

事
項
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

位置図
北

売却物件
H30-1

浜田駅

至 殿町

至 長沢町

公
募
期
間
を
設
け
受
付
す
る
住
宅

　
緑
ヶ
丘
住
宅
・
黒
川
住
宅
・
長
浜

西
住
宅

※　
空
室
が
出
た
場
合
の
み
公
募

日
時　
５
月
18
日
㈮
～
31
日
㈭

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

【
旭
】
ニ
ュ
ー
市
木
・
あ
さ
ひ
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ツ

【
弥
栄
】
大
坪
住
宅
（
１
Ｋ
）

【
三
隅
】
若
者
住
宅
（
１
Ｄ
Ｋ
）

問
合
せ　
金
城
・
旭
・
弥
栄

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

三
隅　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

　
波
佐
住
宅・旭
イ
ン
タ
ー
団
地
な
ど

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

　
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

（
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・
金
城
）

問
合
せ　
浜
田
土
建
㈱

　
☎
�
１
４
１
７

対
象　
未
就
園
児
親
子

日
時　
初
回　
５
月
15
日
㈫

午
前
９
時
30
分
～
11
時

（
年
10
回
程
度
を
予
定
）

場
所　
長
浜
幼
稚
園

料
金　
前
期　

２
０
０
円

　
　
　
後
期　

２
０
０
円

申
込
み　
電
話
で
長
浜
幼
稚
園
へ

　
☎
�
０
５
７
５

対
象　
未
就
園
児
親
子

日
時　
初
回　
５
月
23
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

園
開
放　
毎
週
月
～
金
曜
日

場
所　
石
見
幼
稚
園

料
金　
無
料
（
活
動
内
容
に
よ
り
実

費
負
担
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

問
合
せ　
石
見
幼
稚
園

　
☎
�
０
４
９
３

対
象　
未
就
園
児
親
子

日
時　
初
回　
５
月
25
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
11
時
15
分

園
開
放　
毎
週
月
～
金
曜
日

場
所　
原
井
幼
稚
園

料
金　
無
料
（
活
動
内
容
に
よ
り
実

費
負
担
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

申
込
み　
前
日
ま
で
に
電
話
で
原
井

幼
稚
園
へ　
☎
�
０
０
７
６

対
象　
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
し
て

い
る
人

活
動
内
容　
浜
田
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
諸

行
事
へ
の
参
加
な
ど

定
員　
若
干
名

申
込
み　
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
応
募

用
紙
又
は
履
歴
書
を
郵
送
で
浜
田

市
観
光
協
会
へ　
☎
�
１
０
８
５

対
象　
18
歳
～
30
歳
の
県
内
在
住
者

又
は
出
身
者

日
時　
８
月
３
日
㈮
～
８
日
㈬

※　
事
前
・
事
後
研
修
、
報
告
会
へ

の
参
加
が
必
要

定
員　
７
人
程
度

料
金　
無
料（
交
通
費
一
部
自
己
負
担
）

申
込
み　
５
月
16
日
㈬
ま
で
に
し
ま

ね
国
際
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
０
８
５
２
�
５
０
５
６

対
象　
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
人

入
会
説
明
会
日
時

　
毎
月
20
日　
午
後
１
時
30
分

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

内
容　

除
草
・
清
掃
・
植
木
の
剪せ

ん

定て
い

・
自
動
車
運
転
・
家
屋
の
修
繕

な
ど
高
齢
者
に
適
し
た
仕
事

問
合
せ　
浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー　
☎
�
４
６
８
０

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

１
７
０
０
０
円
程
度
必
要
）

選
抜
方
法　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）
及
び
面
接

訓
練
期
間

　

６
月
20
日
㈬
～
９
月
19
日
㈬

訓
練
場
所　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

申
込
み　
５
月
25
日
㈮
ま
で
に
入
校

願
い
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
企

画
課　
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０

申
込
み　
５
月
１
日
㈫
か
ら
31
日
㈭

ま
で
（
必
着
）
に
入
札
参
加
申
込

書
を
総
務
課
入
札
管
理
係
へ

問
合
せ　

物
件
に
関
す
る
こ
と

・
上
下
水
道
部
管
理
課
企
画
経
理
係

　
☎
�
９
９
０
０

入
札
に
関
す
る
こ
と

・
総
務
課
入
札
管
理
係

　
☎
�
９
１
４
１

北

売却物件
H30-2

周布
郵便局

至 三隅町

至 長浜町

国道９号

周

布

川

売却物件売却物件 売却物件売却物件

お
出
か
け

石
州
和
紙
会
館

「
和
紙
と
写
真
と
の
融
合
」

写
真
展
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ

第
２
部　
石
見
の
四
季

石
州
和
紙
協
同
組
合

紙
漉
き
・
も
の
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

教
室・講
座

石
見
海
浜
公
園

春
季
硬
式
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

浜
田
手
づ
く
り
甲
冑
愛
好
会

浜
田
甲
冑
製
作
教
室

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

石
見
公
民
館各

種
教
室

相
　
　談

ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
島
根

難
病
サ
ロ
ン

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

募
　
　集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

長
浜
幼
稚
園

「
ピ
ッ
コ
ロ
隊
」参
加
者
募
集

石
見
幼
稚
園

「
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会
」参
加
者
募
集

原
井
幼
稚
園

「
ひ
ま
わ
り
交
流
会
」参
加
者
募
集

２
０
１
８
観
光
大
使
は
ま
だ
募
集

北
東
ア
ジ
ア
交
流
の
翼
in
し
ま
ね

参
加
者
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

～
あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

企
画
展 

能
海
寛
生
誕
１
５
０
年
記
念

―
能
海
寛
の
目
指
し
た
世
界
平
和
―
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企
画
展
「
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
に
出
会

う　
５
つ
の
扉
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
グ
ラ
ン
ト
ワ
・
マ
ル
シ
ェ　
５
つ

の
扉
」

日
時　
５
月
３
日
㈷

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場
ほ
か

特
別
展
「
ヤ
ド
・
カ
リ
る
？
」

日
時　
５
月
７
日
㈪
ま
で

場
所　
３
階
特
別
展
示
室

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
五
月
雨
バ
イ
バ
イ
！
海
の
い
き
も

の　
て
る
て
る
ぼ
う
ず
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
５
月
14
日
㈪
・
28
日
㈪

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

料
金　
１
個
50
円

※　
限
定
20
個
と
な
り
ま
す
。

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
海
の
宝
石
さ
が
し

＆
ア
メ
フ
ラ
シ
染
め
」

日
時　
５
月
13
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ア
ク
ア
ス
近
く
の
海

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
�
３
６
１
４

５
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　

３
日
㈷　
宇
野
保
存
会

　

４
日
㈷　
佐
野
神
楽
社
中

　
５
日
㈷　
大
都
神
楽
団

　

６
日
㈰　
岡
見
神
遊
座

　
13
日
㈰　
谷
住
郷
神
楽
社
中

　
20
日
㈰　
下
来
原
西
組
神
楽
社
中

　
27
日
㈰　
上
府
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

　
☎
�
３
３
８
８

日
時　
６
月
７
日
㈭

　
午
後
６
時
30
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル　
ロ
ビ
ー

演
奏
者　

吉
澤
実
さ
ん
（
リ
コ
ー

ダ
ー
）・永
田
平
八
さ
ん
（
リ
ュ
ー

ト
）・リ
コ
メ
ン
ズ
（
地
元
リ
コ
ー

ダ
ー
グ
ル
ー
プ
）

料
金　
前
売
り　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
当
日　
　
　
　
７
０
０
円

　
　
　
高
校
生
以
下　
無
料

問
合
せ　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

　
☎
�
２
１
０
０

日
時　
５
月
31
日
㈭
・
６
月
５
日
㈫

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
浜
田
養
護
学
校

申
込
み　
５
月
17
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
浜
田
養
護
学
校
へ

　
☎
�
２
２
０
０

日
時　
５
月
27
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
予
定
）

場
所　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
内

（
鳥
取
県
境
港
市
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

　
渉
外
室
広
報
班

　
☎
０
８
５
９
�
０
２
１
１

日
時　
５
月
27
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
三
隅
中
央
会
館

料
金　
前
売
り　
　
　

１
０
０
０
円

　
　
　
当
日　
　
　
　

１
５
０
０
円

　
　
　
中
学
生
以
下　
無
料

申
込
み　
電
話
で
三
隅
町
石
見
神
楽

協
議
会
事
務
局　
大
田
さ
ん
へ

☎
０
９
０-

８
７
１
６-

０
８
２
３

日
時　
５
月
27
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所　
三
階
小
学
校
体
育
館
及
び
周
囲

内
容　
33
の
町
内
会
が
協
力
し
て
開

催
す
る
初
め
て
の
お
祭
り

料
金　
無
料
（
一
部
体
験
は
有
料
）

問
合
せ　
み
は
し
地
域
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
☎
�
７
６
９
９

日
時　
５
月
27
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

集
合
場
所　
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

対
象　
中
小
企
業
の
後
継
者（
候
補
）

日
時　
５
月
26
日
㈯

　
午
後
５
時
～
６
時
45
分

場
所　
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ

日
時　
５
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
生
湯
海
岸
駐
車
場

清
掃
場
所　
生
湯
海
岸
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

日
時　
５
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　
午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　
陸
上
競
技
場
前
広
場

　

４
km
・
８
km
コ
ー
ス

（
小
学
校
低
学
年
以
下
保
護
者
同
伴
）

料
金　
無
料

申
込
み　
電
話
で
石
見
公
民
館
へ

　
☎
�
１
３
８
０　
又
は
浜
田
市
ウ

　
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会　
西
川
さ
ん
へ

　
☎
０
９
０-

９
５
０
７-

１
７
５
５

講
師　
藤
田
雅
史
さ
ん
（
フ
ジ
ミ
ツ

㈱
社
長
）

料
金　
１
０
０
０
円

　
（
午
後
７
時
か
ら
大
交
流
会
開
催
）

申
込
み　
５
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係
へ

　
☎
�
９
５
０
２

日
時　
５
月
20
日
㈰　
午
前
９
時
～

（
予
備
日　
27
日
㈰
）

場
所　
東
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場

内
容　
浜
田
消
防
隊
13
分
団
に
よ
る

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
競
技

問
合
せ　
消
防
本
部
警
防
課
消
防
団

係　
☎
�
５
１
６
７

日
時　
５
月
20
日
㈰

　
午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所　
小
国
公
民
館

内
容　
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
の
昼
食
・

特
産
品
の
販
売
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

料
金　
昼
食
引
換
券
１
０
０
０
円

（
小
学
生
以
下
５
０
０
円
）

※　

３
５
０
食
分

問
合
せ　
小
国
公
民
館

　
☎
�
０
２
５
４

日
時　
５
月
19
日
㈯

　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金　
一
般
前
売
り　

２
６
０
０
円

　
　
　
一
般
当
日　
　

３
０
０
０
円

　
　
　

３
歳
以
下　
　
無
料

申
込
み　
電
話
で
浜
田
お
や
こ
劇
場

へ　
☎
�
６
３
９
６

日
時　
５
月
19
日
㈯　
午
後
２
時
～

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

　
・
虹　
事
務
局

　
☎
０
９
０-
４
６
９
２-

５
９
６
０

日
時　
５
月
19
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所　
西
川
病
院
を
ス
タ
ー
ト

（
小
学
校
４
年
生
以
下
保
護
者
同
伴
）

料
金　
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

日
時　
５
月
19
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

集
合
場
所　
波
佐
公
民
館

料
金　
３
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

申
込
み　
電
話
で
金
城
自
治
区
６
公

民
館
連
絡
協
議
会（
波
佐
公
民
館
）

へ　
☎
�
０
１
４
６

申
込
み　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会　
鳥
落
さ
ん
へ

☎
�
７
７
９
２

日
時　
５
月
17
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
20
人
（
抽
選
と
し
、
結
果
を

申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。）

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
５
月
10
日
㈭
ま
で
に
申
込

ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス

サ
ミ
ッ
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
８

日
時　
６
月
３
日
㈰　
午
後
３
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
大
ホ
ー
ル

内
容　
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト

料
金　
全
席
指
定

一
般
前
売
り　

Ｓ
席　
７
０
０
０
円

　
　
　
　
　

Ａ
席　

６
０
０
０
円

　
　
　
　
　

Ｂ
席　
５
０
０
０
円

（
会
員
料
金
あ
り
、
高
校
生
以
下
半

額
、
当
日
５
０
０
円
増
）

※　
未
就
学
児
入
場
不
可

日
時　
５
月
13
日
㈰

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料
金　
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

　
　
　
中
学
生
以
下　
無
料

問
合
せ　
岡
本
さ
ん

　
☎
０
９
０-

８
６
０
２-

０
６
１
６

日
時　
５
月
12
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

場
所　
石
見
公
民
館　
調
理
室

定
員　
15
人

料
金　
１
０
０
０
円

（
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
５
月
９
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

　
☎
�
１
２
４
１

日
時　
５
月
18
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
入
館
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所　
石
見
安
達
美
術
館

問
合
せ　
石
見
安
達
美
術
館

　
☎
�
１
９
２
０

書
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・

持
参
で
水
産
振
興
課
水
産
係
へ　

☎
�
９
５
２
０

内
容　
映
画

「
人
生
フ

ル
ー
ツ
」

の
上
映
な

ど
５
つ
の

イ
ベ
ン
ト

対
象
・
定
員

・
料
金

　
イ
ベ
ン
ト

に
よ
り
異

な
り
ま
す

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

石
央
文
化
ホ
ー
ル

吉
澤
実
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

浜
田
養
護
学
校

前
期
学
校
公
開

航
空
自
衛
隊

美
保
基
地
航
空
祭

三
隅
町
石
見
神
楽
協
議
会

三
隅
の
石
見
神
楽
舞
い

み
は
し
地
域
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
１
回
み
は
し
フ
ェ
ス
タ

「
は
じ
め
の
一
歩
」

第
１
８
３
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

中
世
の
高
津
川
益
田
川
の

痕
跡
を
訪
ね
益
田
を
歩
く

後
継
者
よ
、
頑
張
ろ
う
フ
ォ
ー
ラ
ム

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
石
見

浜
田
消
防
隊消

防
操
法
訓
練
大
会

小
国
の
自
然
に
親
し
む
会

浜
田
お
や
こ
劇
場 

創
立
30
周
年
記
念
公
演

人
形
劇
団
む
す
び
座

「
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
～
魔
法
の

ラ
ン
プ
と
明
日
の
ヒ
カ
リ
～
」

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

浜
田
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会　
第
１
弾

能
海
寛
歌
碑
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

17
組
の
出
演
者
が
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
数
々
を
熱
唱

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

国
際
交
流
料
理
教
室

～
交
流
員
３
人
と
一
緒
に

料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
～

石
見
安
達
美
術
館

「
国
際
博
物
館
の
日
」
協
賛

無
料
観
覧
日
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有

料

広

告
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展
覧
会
の
お
知
ら
せ

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー裏面の
くらしのサービスガイドをご覧ください。

　
三
隅
図
書
館
で
は
、
５
周
年
を
記
念
し
て
、

５
月
12
・
13
日
の
両
日
、
本
の
読
み
聞
か
せ
、

科
学
工
作
教
室
や
琴
の
演
奏
会
、
お
茶
席
、
浜

田
高
校
の
学
生
さ
ん
が
作
成
し
た
作
品
の
上
映

会
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
開

催
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
図
書
館
を
利
用
さ
れ
た
こ
と
が

な
い
人
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

少
し
昔
の
浜
田
市
の
航
空
写
真
展

　
見
覚
え
が
あ
る
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
違
う
。
今

の
施
設
が
で
き
る
前
や
、
建
設
中
な
ど
の
様
子

を
空
か
ら
捉
え
た
航
空
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
５
月
６
日
㈰
ま
で

場
所　
中
央
図
書
館
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス

特
別
上
映
会
「
化
け
く
ら
べ
」　

　
松
谷
み
よ
子
さ
ん
の
原
作
「
ば
け
く
ら
べ
」

を
ア
ニ
メ
化
。
あ
る
日
、
た
ぬ
き
の
「
ご
ん
べ

え
」
と
き
つ
ね
の
「
へ
ら
こ
い
」
が
、
ば
け
く

ら
べ
を
す
る
こ
と
に
…

日
時　
５
月
６
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～

子
ど
も
集
ま
れ
古
典
の
よ
み
き
か
せ

　
毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
「
古
典

の
よ
み
き
か
せ
」を
狂
言
絵
本「
か
た
つ
む
り
」

を
題
材
に
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
め
る
内

容
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
６
日
㈰　
午
後
２
時
～

※　
詳
し
く
は
、
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

３
月
19
日
㈪
、
島
根
県
立
大
学
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
総
合
政

策
学
部
卒
業
生
２
１
３
人
、
大
学
院

修
了
生
７
人
が
旅
立
ち
の
と
き
を
迎

え
ま
し
た
。

　
清
原
正
義
学
長
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
に
対
し
て
、
総
合
政
策
学
部
卒

業
生
代
表
の
繁
岡
尚
輝
さ
ん
と
大
学

院
修
了
生
代
表
の
小
倉
敏
郎
さ
ん
か

ら
「
総
合
政
策
学
部
で
の
学
び
で

は
、
今
後
の
社
会
生
活
に
お
け
る
一

つ
の
指
針
や
基
盤
と
な
る
も
の
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
す
る
」

｢

北
東
ア
ジ
ア
開
発
研
究
科
で
は
、

学
術
領
域
の
枠
を
超
え
て
学
際
的
な

研
究
を
す
る
こ
と
の
意
義
を
教
わ
っ

た
」
と
喜
び
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
式
典
で
は
学
術
や
社
会
活

動
で
優
秀
な
成
果
を
挙
げ
た
学
生
４

人
、
学
生
団
体
１
組
に
対
し
て
、
島

根
県
立
大
学
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
の
「
市
民

研
究
員
制
度
」は
、地
域
の
皆
さ
ん・

セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
大
学
院
生
と
の

情
報
交
換
・
知
識
交
流
を
通
じ
て
研

究
に
取
り
組
む
と
い
う
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
個
人
研
究
報
告
会
・

グ
ル
ー
プ
研
究
・
大
学
院
生
と
の
共

同
研
究
・
政
策
提
言
な
ど
の
企
画
・

交
流
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
研
究
員
へ
の
登
録
に
、
特
に

必
要
と
な
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
先
・
問
合
せ

　
企
画
調
整
室　
☎
�
２
２
０
１

　
第
５
回
全
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
２

月
16
日
㈮
に
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
し
、
自
治
体
な
ど
関
係
団
体
の
皆

さ
ん
、
県
外
の
高
等
教
育
機
関
、
一

般
企
業・団
体
、地
域
の
人
々
な
ど
、

計
１
３
７
人
に
来
場
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
し
ま
ね
地
域
共
育
・
共
創
研
究

助
成
金
（
C
O
C
研
究
費
）」
成
果

報
告
の
ほ
か
、「
浜
田
市
」、「
益
田

市
」、「
浜
田
市
と
邑
南
町
と
の「
食
」

を
通
じ
た
観
光
・
文
化
交
流
協
議

会
」
と
本
学
の
共
同
研
究
の
各
成
果

報
告
、「
学
生
研
究
発
表
会
（
浜
田

キ
ャ
ン
パ
ス
）」、「
連
携
会
議
・
情

報
交
換
」も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
後
半
は
、
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
研
究
成
果
品
の
試

食
を
行
い
、
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
と
活
発
に
、
有
意
義
な
意
見
交
換

が
で
き
ま
し
た
。

①
柴
犬
の
ル
ー
ツ
「
幻
の
石
州
犬
」

を
追
っ
て

日
時　
５
月
16
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
河
部
眞
弓
さ
ん
（
石
州
犬
研

究
室
主
宰
）

②
地
域
の
違
い
を
知
り
、
ベ
ト
ナ
ム

へ
旅
行
し
よ
う
！

日
時　
５
月
23
日
㈬

　
午
前
10
時
20
分
～
11
時
50
分

講
師　
ニ
ュ
ン　
グ
エ
ン　
テ
ィ
ー

　
ゴ
ク
さ
ん（
浜
田
市
国
際
交
流
員
）

③
一
千
年
前
の
海
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

に
つ
い
て
‐
渤
海
国
と
日
本
の
交

流
を
中
心
に
‐

日
時　
５
月
23
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
張
忠
任
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

教
授
）

④
モ
ン
ゴ
ル
の
北
朝
鮮
派
遣
労
働
者

と
「
北
朝
鮮
危
機
」

日
時　
５
月
30
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
福
原
裕
二
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
教
授
）

⑤
住
宅
地
図
を
用
い
て
商
店
街
の
将

来
を
考
え
る

日
時　
６
月
６
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
藤
原
眞
砂
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
教
授
）

各
会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

問
合
せ　
地
域
連
携
課

　
☎
�
２
３
９
６

卒業生代表の謝辞

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

　

２
０
１
８
年
度
・
石
本
正
作
品
選
１

【
企
画
展
示
室
】

　
石
本
正 

素
描
展「
イ
タ
リ
ア
の
思
い
出
」

期
間　
６
月
24
日
㈰
ま
で

●
お
と
な
の
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
「
ア
メ
リ
カ
ン
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
」

日
時　
５
月
12
日
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
昼
食
休
憩
あ
り
）

講
師　
村
上
泰た

え
こ子

さ
ん

定
員　
15
人
（
要
予
約
）

料
金　
１
０
０
０
円

用
意
す
る
も
の　
裁
縫
道
具
（
針
・
糸
・
ハ
サ

ミ
な
ど
）、
も
の
さ
し
（
15
～
20
㎝
）、
昼
食

●
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト「
お
花
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」

　
本
革
で
か
わ
い
い
お
花
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

手
作
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
５
月
３
日
㈷

①
午
後
１
時
～　
②
午
後
１
時
30
分
～　

③
午
後
２
時
～　
④
午
後
２
時
30
分
～

講
師　
モ
ー
ド
エ
モ
ー
ド
静

定
員　
各
回
７
人
（
予
約
可
）

料
金　
５
０
０
円　

●
ね
ん
ど
de
デ
コ
！
「
パ
ス
タ
と
ケ
ー
キ
の
マ

グ
ネ
ッ
ト
」

　
「
パ
ス
タ
」
と
「
ケ
ー
キ
」
ど
ち
ら
か
選
ん

で
軽
量
粘
土
や
樹
脂
粘
土
で
作
り
、
お
皿
に
見

立
て
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
上
に
盛
り
付
け
ま
す
。

日
時　
５
月
４
日
㈷　
午
後
１
時
～
３
時

講
師　
琴
野
和
世
さ
ん

定
員　
先
着
20
人
（
予
約
可
）

材
料
費　
各
４
０
０
円（
セ
ッ
ト
で
７
０
０
円
）

●
「
石
州
和
紙
で
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う
」

　
石
州
和
紙
を
使
っ
て
、
自
分
だ
け
の
か
わ
い

い
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
５
月
５
日
㈷　
午
後
１
時
～
３
時

定
員　
20
人
（
予
約
可
）　

料
金　
３
０
０
円　

●
「
寿
限
無
と
空
っ
ぽ
。」

期
間　
５
月
12
日
㈯
～
25
日
㈮

●
石
川
か
つ
ひ
ろ
写
真
展
「
私
の
和
乃
色
」

期
間　
５
月
26
日
㈯
～
６
月
８
日
㈮

石本正「聖母子像」1980年

貸出ベスト10（平成30年３月期）
順位 タイトル 著者
1 おらおらでひとりいぐも 若竹　千佐子
2 この世の春　下 宮部　みゆき
3 離れている家族に冷凍お届けごはん 講談社のお料理BOOK 上田　淳子
4 銀河鉄道の父 門井　慶喜
５ 牛天神 損料屋喜八郎始末控え 山本　一力
６ この世の春　上 宮部　みゆき
７ 修羅の都 伊東　潤
８ 樽とタタン 「はくい・なを」さんの一日 中島　京子
９ 月の満ち欠け 佐藤　正午
10 マスカレード・ナイト Masquerade Night 東野　圭吾

雪の階 奥泉　光

浜田市広報係Facebook
　市長公室広報係が取材するイベント情報や、広
報係が運用する広報媒体に関するお知らせなど
を、Facebook で発信しています。
　よかったら、「いいね！」をお願いします。

問合せ　市長公室広報係　☎�９１５１

vol.175
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 ５月の休館日

中央図書館 ☎�0480 　9：00～19：00 14日㈪・28日㈪
金城図書館 ☎�1823

　9：00～17：00 ７日㈪・14日㈪
21日㈪・28日㈪

31日㈭

旭図書館 ☎�1439
弥栄図書館 ☎�2258
三隅図書館 ☎�0338 10：00～19：00

（土日祝日は18：00まで）

三
隅
図
書
館　
開
館
５
周
年
記
念　

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

こ
ど
も
読
書
週
間
特
別
企
画

平
成
29
年
度
総
合
政
策
学
部

卒
業
証
書
授
与
式
・
大
学
院

学
位
記
授
与
式

市
民
研
究
員
を
募
集
し
ま
す

「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」

成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

公
開
講
座
の
ご
案
内

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報
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月刊！
こども美術館

vol.257

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

浜田市世界こども美術館

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,554 19,006 21,154 40,160
金 城 1,896 2,076 2,203 4,279

旭 1,347 1,369 1,404 2,773
弥 栄 680 628 691 1,319
三 隅 2,853 2,889 3,166 6,055
合 計 26,330 25,968 28,618 54,586

（単位：人）
人　口（３月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る「
三
隅
大
平
桜
」に
、

今
年
も
薄
桜
色
の
花
が
咲
き
ま

し
た
。

見
頃
を
迎
え
た
３
月
29
日
㈭
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
見
物
客
が

訪
れ
、
花
見
を
し
た
り
写
真
に

収
め
た
り
し
て
、
春
の
風
情
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

現
在
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で

は
、
日
本
を
は
じ
め
ド
イ
ツ
や
ス
イ

ス
な
ど
海
外
の
ユ
ニ
ー
ク
で
遊
び
方

に
広
が
り
が
あ
る
木
の
お
も
ち
ゃ
を

紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
の
木
の
お
も
ち
ゃ
を

実
際
に
手
に
取
り
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
本
展
で
は
、「
回
す
」「
転
が
す
」

「
積
む
」
の
３
つ
を
テ
ー
マ
と
し
た

体
験
も
で
き
ま
す
。
木
の
種
類
を
は

じ
め
形
や
デ
ザ
イ
ン
、
遊
び
方
も
違

う
木
の
お
も
ち
ゃ
を
存
分
に
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
27
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

５
月
の
休
館
日

月
曜
日　
７
日・14
日・21
日・28
日

振
替
日　
１
日
㈫

展
示
替　
29
日
㈫
～
６
月
１
日
㈮

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
／
ビ
ー
玉
運
び

ゲ
ー
ム
》

　
ビ
ー
玉
を
使
っ
て
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
を

作
る
よ
。
ど
ち
ら
を
作
る
か
は
、
君

次
第
！

◎
５
月
３
日
㈷
～
６
日
㈰

参
加
費　
５
０
０
円

《
木
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
》

　
小
さ
な
木
片
に
目
玉
や
ボ
タ
ン
を

く
っ
つ
け
て
、
お
し
ゃ
れ
な
木
の
マ

グ
ネ
ッ
ト
を
作
ろ
う
。

◎
５
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
木
の
実
と
コ
ル
ク
の
壁
掛
け
》

　
木
の
実
と
小
枝
を
組
み
合
わ
せ
て
、

か
わ
い
ら
し
い
コ
ル
ク
の
壁
掛
け
を

作
る
よ
。

◎
５
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

《
お
も
ち
ゃ
の
椅
子
》

　
木
切
れ
や
針
金
、
布
な
ど
で
飾
り

つ
け
て
、
小
さ
な
小
さ
な
イ
ス
を
デ

ザ
イ
ン
し
よ
う
！

◎
５
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

※　
時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

２
０
１
８
島
根
デ
ザ
イ
ン
展

「
ツ
ナ
グ
＋
D
E
S
I
G
N
」

◎
４
月
29
日
㈷
～
５
月
６
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

観
覧
料　
無
料

◀
テ
ー
マ
「
回
す
」

　
　
コ
マ
回
し
体
験

◀
テ
ー
マ
「
転
が
す
」

　
　
ビ
ー
玉
転
が
し

テ
ー
マ
「
積
む
」

　
大
小
様
々
な
形
の
木
の
切
れ
端
で

自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◀
ビ
ー
玉
運
び
ゲ
ー
ム

　

今
年
の
秋
に
開
催
す
る
「
廃
材

ア
ー
ト
展
」
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
武

藤
亜
希
子
さ
ん
が
、
浜
田
の
子
供
た

ち
の
古
着
を
再
利
用
し
て
作
品
を
作

る
予
定
で
す
。
小
さ
く
な
っ
て
着
な

く
な
っ
た
服
を
ぜ
ひ
提
供
し
て
く
だ

さ
い
。

服
サ
イ
ズ　
90
～
１
６
０
㎝

形
・
素
材　

春
夏
用
の
薄
手
の
長

袖
・
長
ズ
ボ
ン
（
ト
レ
ー
ナ
ー
や

セ
ー
タ
ー
、厚
手
の
服
は
対
象
外
）

※　
穴
や
汚
れ
の
あ
る
も
の
は
集
め

ま
せ
ん
。
洗
濯
を
し
て
こ
ど
も
美

術
館
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

締
切
日　
５
月
27
日
㈰

今月の表紙

毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855－25－9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855－22－3091

本
庁

　
〒

697-8501 島
根

県
浜

田
市

殿
町

１
番

地
　

　
　

 ☎
0855－22－2612（

代
表

）
　

　
http://w

w
w

.city.ham
ada.shim

ane.jp
　

　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支

所
　

　
金

城
支

所
　

☎
42－1234

　
　

　
　

　
旭

支
所

　
　

☎
45－1234

　
　

　
　

　
弥

栄
支

所
　

☎
48－2111

　
　

　
　

　
三

隅
支

所
　

☎
32－2800

浜
田

市
広

報
係

 
@

koushitsu.ham
ada

Facebook

５ 平
成
30
年

N
o.205

広
報

遊
べ
る
木
の
お
も
ち
ゃ
展

　
　
　
　
　
　
好
評
開
催
中
！

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

多
目
的
ホ
ー
ル
の
ご
案
内

子
供
服
の
古
着
を
集
め
て
い

ま
す
！


